
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
の
清
末
・
民
国
期
に
お
け
る
受
容

尹

敏

志

は

じ

め

に

順
治
二
年
︵
一
六
四
五
︶
四
月
二
十
五
日
︑
清
軍
は
南
明
弘
光
政
権
の
史

可
法
が
固
守
す
る
揚
州
を
陥
落
さ
せ
た
直
後
︑
城
内
の
守
備
軍
と
平
民
を
虐

殺
し
始
め
た
︒
四
月
三
十
日
に
は
封
刀
令
を
下
し
た
が
︑
殺
戮
が
ほ
ぼ
終
息

し
た
の
は
五
月
五
日
で
あ
っ
た
︒
こ
の
事
件
は
明
清
交
代
期
に
お
け
る
有
名

な
惨
劇
で
あ
る
︒
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
︵
以
下
﹃
十
日
記
﹄
と
す
る
︶
を
著
わ
し

た
王
秀
楚
と
彼
の
家
族
も
籠
城
し
て
い
た
が
︑
生
き
残
っ
た
の
は
三
人
だ
け

だ
っ
た
︒
﹃
十
日
記
﹄
は
以
後
二
百
年
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
ず
︑
写
本
の

形
で
秘
か
に
伝
え
ら
れ
た
︒

字
数
は
七
千
字
足
ら
ず
︑
流
伝
の
範
囲
も
限
ら
れ
て
い
た
が
︑
内
容
が
極

め
て
刺
激
的
な
た
め
に
清
朝
政
府
の
注
意
を
引
い
た
︒
乾
隆
四
十
四
年
︵
一

七
七
九
︶
︑
両
江
総
督
で
あ
る
薩
載
は
二
十
四
種
の
違
禁
書
籍
を
検
出
し
た

と
上
奏
し①
︑
翌
年
初
に
こ
れ
ら
す
べ
て
が
禁
書
と
な
っ
た
が
︑
そ
の
中
に
は

﹁
﹃
揚
州
十
日
﹄：
抄
本
︑
無
書
人
姓
名
﹂
と
い
う
記
録
が
見
え
る②
︒
軍
機
処

の
全
燬
書
目
に
も
﹃
揚
州
十
日
録
﹄
が
見
え
る
が
︑
や
は
り
﹁
不
知
何
人
所

撰
﹂
と
記
さ
れ
た③
︒
こ
れ
ら
は
︑
﹃
十
日
記
﹄
の
早
期
の
写
本
と
見
ら
れ
る
︒

禁
書
と
な
っ
て
か
ら
︑
﹃
十
日
記
﹄
は
各
種
の
明
末
史
料
叢
書
に
収
め
ら

れ
︑
次
第
に
広
ま
り
︑
日
本
に
輸
出
さ
れ
て
も
い
る
︒
道
光
年
間
に
刊
本
が

初
め
て
世
に
出
た
が
︑
光
緒
年
間
に
繰
り
返
し
刊
行
さ
れ
て
︑
そ
の
影
響
は

次
第
に
拡
大
し
た
︒
朱
新
屋
は
辛
亥
革
命
前
夜
に
お
け
る
﹃
十
日
記
﹄
の
閲

読
史
を
詳
し
く
検
討
し
︑
そ
の
普
及
に
は
日
本
へ
の
留
学
生
が
関
係
し
て
お

り
︑
革
命
宣
伝
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
指
摘
す
る④
︒
し
か
し
︑
そ
の

内
容
に
は
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
り
︑
テ
キ
ス
ト
の
具
体
的
な
改
編
に
つ
い

て
は
︑
絵
図
加
批
本
の
存
在
な
ど
を
挙
げ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
︒

中
華
民
国
期
に
至
っ
て
も
︑
﹃
十
日
記
﹄
を
め
ぐ
る
議
論
は
絶
え
な
か
っ

た
︒
一
九
三
二
年
︑
蕭
一
山
は
﹃
十
日
記
﹄
の
原
文
を
引
用
し
て
清
軍
の
残

酷
を
指
摘
し
て
い
る⑤
︒
同
年
︑
謝
国
楨
は
揚
州
発
見
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
碑
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文
が
﹃
十
日
記
﹄
の
虐
殺
記
録
の
真
実
性
を
裏
づ
け
る
と
述
べ
て
い
る⑥
︒
四

年
後
︑
清
朝
史
の
研
究
者
孟
森
は
﹃
十
日
記
﹄
を
引
用
し
て
︑
揚
州
の
守
備

軍
に
は
紀
律
が
な
く
︑
指
導
者
で
あ
っ
た
史
可
法
に
は
軍
事
的
才
能
が
欠
如

し
て
い
た
と
し
た
が
︑
虐
殺
の
真
実
性
に
は
触
れ
な
か
っ
た⑦
︒
中
華
人
民
共

和
国
成
立
直
後
の
歴
史
教
科
書
に
も
︑
し
ば
し
ば
﹃
十
日
記
﹄
は
引
用
さ
れ
︑

そ
の
記
述
を
真
実
と
み
な
し
て
い
る⑧
︒

し
か
し
︑
次
第
に
﹃
十
日
記
﹄
の
記
述
の
真
偽
に
疑
問
が
呈
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
︒
張
徳
芳
は
︑
清
末
の
反
満
革
命
に
﹃
十
日
記
﹄
が
政
治
宣
伝
の

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
使
わ
れ
︑
そ
の
真
実
性
は
不
問
に
付
さ
れ
て
い
た
と
指
摘

す
る⑨
︒
金
宝
森
は
︑
記
述
に
矛
盾
が
あ
る
と
し
て
︑
そ
の
史
料
価
値
を
疑
っ

て
い
る⑩
︒
Ａ
・
フ
ィ
ナ
ン
は
当
時
の
揚
州
の
総
人
口
が
三
十
万
に
も
達
し
て

い
な
か
っ
た
の
に
︑
八
十
万
人
が
殺
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
と
し
た⑪
︒
た
だ
︑

康
熙
初
年
に
成
立
し
た
計
六
奇
﹃
明
季
南
略
﹄
に
は
︑
揚
州
は
高
傑
と
清
軍

の
殺
戮
を
被
り
︑
﹁
総
計
し
て
前
後
に
殺
人
凡
そ
八
十
万
な
り⑫
﹂
と
し
︑
乾

隆
初
年
に
成
立
し
た
汪
有
典
﹃
史
外
﹄
に
も
﹁
揚
城
の
死
を
以
て
殉
う
者
は
︑

蓋
し
八
十
万
万
人
︵
八
十
万
人
の
誤
り
だ
ろ
う
︶
﹂
と
す
る
の
を
み
れ
ば⑬
︑

八
十
万
人
説
は
清
代
前
期
に
広
く
流
伝
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
中
国
の

学
者
の
関
心
は
お
お
よ
そ
記
述
の
真
偽
に
集
中
し
︑
テ
キ
ス
ト
伝
承
の
状
況

に
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒

﹃
十
日
記
﹄
は
江
戸
時
代
の
日
本
で
も
流
行
し
︑
単
独
の
写
本
の
ほ
か
︑

明
末
清
初
の
著
述
を
集
め
た
﹃
八
家
集
﹄
叢
書
の
一
部
分
と
し
て
知
識
人
に

読
ま
れ
て
い
た
︒
増
田
渉
は
自
蔵
の
﹃
八
家
集
﹄
写
本
と
そ
の
一
部
︵
﹃
十

日
記
﹄
と
﹃
嘉
定
屠
城
紀
略
﹄
︶
を
刊
行
し
た
自
修
館
刊
本
に
言
及
し
て
い

る⑭
︒
長
澤
規
矩
也
は
楽
亭
文
庫
本
﹃
八
家
集
﹄
と
自
修
館
刊
本
の
解
題
を
執

筆
し
た⑮
︒
松
枝
茂
夫
は
︑
宮
崎
八
百
吉⑯
・
佐
藤
春
夫
訳
本⑰
に
つ
ぐ
翻
訳
を
出

し
た
の
に
加
え
て
︑
﹃
十
日
記
﹄
諸
本
を
二
つ
の
系
統
に
分
類
し
た⑱
︒
し
か

し
︑
三
氏
は
い
ず
れ
も
諸
本
を
詳
し
く
は
調
査
し
て
お
ら
ず
︑
検
討
の
余
地

が
あ
る
︒

﹃
十
日
記
﹄
の
写
本
・
刊
本
流
伝
の
全
貌
を
把
握
す
る
に
は
︑
こ
れ
ら
を

徹
底
的
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
︒
し
か
し
︑
紙
幅
の
関
係
上
︑
日
本
に
お

け
る
﹃
八
家
集
﹄
の
受
容
に
つ
い
て
は
別
稿
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
て
︑

本
稿
で
は
︑
﹃
十
日
記
﹄
の
乾
隆
禁
書
以
降
の
普
及
の
過
程
を
た
ど
り
︑
つ

い
で
︑
辛
亥
革
命
前
夜
及
び
一
九
三
〇
年
代
の
各
種
改
編
テ
キ
ス
ト
を
取
り

上
げ
︑
清
末
・
民
国
期
に
お
け
る
﹃
十
日
記
﹄
の
受
容
の
意
義
を
探
る
︒

①

﹁
両
江
総
督
薩
載
奏
江
寧
書
局
続
繳
応
燬
書
籍
情
形
摺
﹂
︑
中
国
第
一
歴
史
档
案

館
編
﹃
纂
修
四
庫
全
書
档
案
﹄
︑
上
海
古
籍
出
版
社
︑
一
九
九
七
年
︑
一
一
三
六

頁
︒

②

雷
夢
辰
﹃
清
代
各
省
禁
書
彙
考
﹄
︑
書
目
文
献
出
版
社
︑
一
九
八
九
年
︑
六
四

頁
︒

③

姚
覲
元
﹃
清
代
禁
燬
書
目
四
種
・
全
燬
書
目
﹄
︑
﹃
続
修
四
庫
全
書
﹄
第
九
二
一

冊
︑
上
海
古
籍
出
版
社
︑
二
〇
〇
二
年
︑
四
三
五
頁
︒

『揚州十日記』の清末・民国期における受容（尹）
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④

朱
新
屋
﹁
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
与
辛
亥
革
命

一
個
書
籍
史
和
閲
読
史
的
分
析
﹂
︑

﹃
近
代
史
学
刊
﹄
第
一
三
輯
︑
社
会
科
学
文
献
出
版
社
︑
二
〇
一
五
年
︑
四
五

六
五
頁
︒

⑤

蕭
一
山
﹃
清
代
通
史
﹄
巻
上
︑
商
務
印
書
館
︑
一
九
三
二
年
︑
二
九
〇
頁
︒

⑥

謝
国
楨
﹃
晚
明
史
籍
考
﹄
巻
十
四
・
抗
清
義
師
︑
上
海
古
籍
出
版
社
︑
一
九
八

一
年
︑
六
五
四
頁
︒
初
版
は
一
九
三
二
年
に
国
立
北
平
図
書
館
が
出
版
し
た
︒
本

稿
で
は
増
訂
本
を
用
い
る
︒

⑦

孟
森
﹁
任
民
育
﹂
︑
﹃
明
清
史
論
著
集
刊
﹄
︑
中
華
書
局
︑
一
九
五
九
年
︑
七
八

八
五
頁
︒
初
出
は
一
九
三
六
年
七
月
十
六
日
天
津
﹃
益
世
報
﹄
五
七
期
で
あ
る
︒

⑧

例
え
ば
︑
范
文
瀾
﹃
中
国
通
史
簡
編
﹄
︵
人
民
出
版
社
︑
一
九
五
一
年
︑
八
八

五
頁
︶
︑
呂
振
羽
﹃
簡
明
中
国
通
史
﹄
︵
人
民
出
版
社
︑
一
九
五
五
年
︑
六
三
四

六
三
五
頁
︶
等
︒

⑨

張
徳
芳
﹁
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
弁
誤
﹂
︑
﹃
中
華
文
史
論
叢
﹄
第
五
輯
︑
一
九
六
四

年
︑
三
六
五

三
七
六
頁
︒

⑩

金
宝
森
﹁
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
證
訛
﹂
︑
﹃
満
族
研
究
﹄
一
九
八
九
年
第
四
期
︑
一

九

三
〇
頁
︒

⑪

A
n
ton
ia
F
in
n
an
e,
S
peakin
g
of
Y
an
gzh
ou
:
a
C
h
in
ese
city,

1
5
5
0
-1
8
5
0
,
H
arvard
U
niversity
A
sia
C
enter,2004,
pp.75-76.

⑫

計
六
奇
﹃
明
季
南
略
﹄
巻
三
・
史
可
法
揚
州
殉
節
︑
中
華
書
局
︑
一
九
八
四
年
︑

二
〇
五
頁
︑
﹁
揚
州
初
被
高
傑
屠
害
二
次
︑
殺
人
無
算
︒
及
豫
王
至
︑
復
尽
屠
之
︒

総
計
前
後
凡
殺
人
八
十
万
︒
﹂

⑬

汪
有
典
﹃
史
外
﹄
卷
一
八
・
史
相
国
伝
︑
﹃
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
﹄
史
部
第
二
〇

冊
︑
北
京
出
版
社
︑
一
九
九
七
年
︑
五
三
一
頁
︑
﹁
揚
城
之
以
死
殉
者
︑
蓋
八
十

万
万
人
︒
﹂

⑭

増
田
涉
﹁
古
書
雑
談
︵
三
︶
﹂
︑
﹃
大
安
﹄
第
一
〇
巻
第
一
〇
号
︑
一
九
六
四
年
︑

一
七
頁
︒

⑮

﹃
和
刻
本
明
清
資
料
集

第
一
集
﹄
︑
汲
古
書
院
︑
一
九
七
四
年
︑
五
・
六
頁
︒

﹃
和
刻
本
明
清
資
料
集

第
二
集
﹄
︑
汲
古
書
院
︑
一
九
七
四
年
︑
一
・
二
頁
︒

⑯

宮
崎
八
百
吉
訳
﹃
揚
州
十
日
記

嘉
定
屠
城
紀
略
﹄
︑
広
文
館
︑
一
九
二
二
年
︑

一
頁
︒
小
寺
謙
吉
の
序
に
よ
れ
ば
︑
翻
訳
の
底
本
は
﹃
明
季
稗
史
﹄
で
あ
る
︒

⑰

﹃
佐
藤
春
夫
全
集
﹄
第
九
巻
・
翻
訳
・
揚
州
十
日
記
︑
講
談
社
︑
一
九
六
八
年
︑

四
四
〇

四
五
四
頁
︒
初
出
は
﹃
中
央
公
論
﹄
昭
和
二
年
十
二
月
号
で
︑
そ
の
後

昭
和
八
年
﹃
木
竹
集
﹄
の
﹁
外
二
篇
﹂
と
し
て
出
版
さ
れ
た
︒
﹃
荊
駝
逸
史
﹄
に

よ
っ
て
訳
出
し
た
と
あ
る
が
︑
松
枝
茂
夫
は
︑
実
際
に
は
﹃
明
季
稗
史
﹄
本
を
底

本
と
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
︒

⑱

松
枝
茂
夫
訳
﹃
蜀
碧
・
嘉
定
屠
城
紀
略
・
揚
州
十
日
記
﹄
︑
平
凡
社
︑
一
九
六

五
年
︑
二
三
六
・
二
三
七
頁
︒

第
一
章

江
南
に
お
け
る
﹃
十
日
記
﹄
の
閲
読

﹃
十
日
記
﹄
が
禁
書
と
な
っ
て
以
後
︑
本
書
へ
の
言
及
の
早
い
例
と
し
て

は
︑
湖
州
帰
安
県
人
で
あ
る
楊
鳳
苞
︵
一
七
五
四

一
八
一
六
︶
の
そ
れ
が

あ
る
︒
彼
は
明
季
の
野
史
を
熟
知
し
て
い
た
人
だ
が①
︑
弘
光
・
隆
武
・
永
暦

の
南
明
三
朝
の
人
物
の
列
伝
で
あ
る
温
睿
臨
﹃
南
疆
逸
史
﹄
へ
の
跋
文
に
お

い
て
︑
百
種
以
上
の
参
考
書
を
列
挙
し
︑
そ
の
中
に
﹃
十
日
記
﹄
が
見
え
る②
︒

楊
氏
の
存
命
中
に
は
﹃
十
日
記
﹄
は
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
の
で
︑
彼
が

読
ん
だ
の
は
写
本
で
あ
る
︒

と
こ
ろ
が
︑
光
緒
元
年
︵
一
八
七
五
︶
に
は
︑
四
川
学
政
で
あ
る
張
之
洞

が
﹃
書
目
答
問
﹄
に
﹁
﹃
明
季
稗
史
﹄
十
六
種
︑
二
十
七
巻
︒
通
行
本
﹂
と

記
し
て
︑
そ
の
閲
読
を
推
奨
す
る
に
至
る
の
で
あ
る③
︒
﹃
明
季
稗
史
﹄
は
︑
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留
雲
居
士
が
編
纂
し
た
﹃
明
季
稗
史
彙
編
﹄
︵
以
下
﹃
稗
史
﹄
と
す
る
︶
を

指
す
︒
﹃
烈
皇
小
識
﹄
﹃
聖
安
皇
帝
本
紀
﹄
﹃
行
在
陽
秋
﹄
﹃
嘉
定
屠
城
紀
略
﹄

﹃
幸
存
録
﹄
﹃
続
幸
存
録
﹄
﹃
求
野
録
﹄
﹃
也
是
録
﹄
﹃
江
南
聞
見
録
﹄
﹃
粤
游

見
聞
﹄
﹃
賜
姓
始
末
﹄
﹃
両
広
紀
略
﹄
﹃
東
明
聞
見
録
﹄
﹃
青
燐
屑
﹄
﹃
呉
耿
尚

孔
四
王
合
伝
﹄
﹃
十
日
記
﹄
の
十
六
種
の
明
末
史
料
を
収
め
る
が
︑
こ
れ
ら

は
も
と
も
と
写
本
と
し
て
江
南
で
流
布
し
て
い
た
︒
紹
興
府
人
で
あ
る
傅
以

礼
は
︑
自
蔵
木
活
字
本
﹃
稗
史
﹄
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

凡
そ
書
十
六
種
を
載
せ
︑
曏
に
伝
抄
に
励
み
︑
道
光
間
始
め
て
槧
本
有

り
⁝
︵
中
略
︶
⁝
時
に
是
の
書
新
た
に
出
づ
る
や
︑
伯
兄

重
値
を
以

て
購
帰
し
て
貽
ら
れ
︑
之
を
蔵
す
る
こ
と
二
十
余
年
な
り④
︒

朱
新
屋
は
﹃
稗
史
﹄
の
初
刊
を
咸
豊
・
同
治
年
間
と
す
る
が⑤
︑
こ
れ
を
見

れ
ば
道
光
年
間
に
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
湖
南
省
の
蔵
書
家
で

あ
る
葉
徳
輝
も
﹃
稗
史
﹄
活
字
本
が
道
光
年
間
に
出
版
さ
れ
た
と
す
る⑥
︒
傅

氏
は
﹃
稗
史
﹄
初
刊
本
が
﹁
坊
刻
に
係
り
︑
脱
譌
甚
し
く
夥
く
︑
且
つ
錯

簡
・
闕
文
有
り
て
︑
殊
に
観
覧
に
便
な
ら
ず
﹂
と
い
う
が⑦
︑
彼
の
兄
が
高
価

を
以
て
こ
れ
を
購
入
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
︑
そ
の
人
気
が
窺
わ
れ
る
︒

同
治
四
年
︵
一
八
六
五
︶
十
月
二
十
日
︑
李
慈
銘
は
同
郷
人
の
傅
以
礼
か

ら
﹃
稗
史
﹄
を
借
覧
し
︑
﹃
十
日
記
﹄
の
印
象
に
つ
い
て
記
し
て
い
る⑧
︒
三

年
後
︑
隣
の
寧
波
府
の
蔵
書
家
で
あ
る
徐
時
棟
は
﹃
行
在
陽
秋
﹄
の
写
本
を

購
入
し
︑
す
で
に
﹃
稗
史
﹄
の
中
に
刻
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た⑨
︒
刊
本
は
依

然
と
し
て
入
手
し
に
く
か
っ
た
の
で
︑
こ
う
し
て
写
本
が
購
入
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
︒

陳
湖
逸
士
が
編
纂
し
た
﹃
荊
駝
逸
史
﹄
︵
以
下
﹃
逸
史
﹄
と
す
る
︶
に
も

﹃
十
日
記
﹄
は
収
録
さ
れ
て
い
る
︒
道
光
第
一
次
活
字
本
五
十
三
種
・
道
光

第
二
次
活
字
本
五
十
種
が
あ
り
︑
す
べ
て
書
坊
か
ら
出
た
も
の
で
︑
そ
の
編

集
は
極
め
て
杜
撰
だ
と
い
う⑩
︒
版
式
は
い
ず
れ
も
每
半
葉
八
行
︑
行
十
七
字

で
あ
り
︑
著
者
は
﹁
無
名
氏
﹂
と
さ
れ
る
︒
同
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
乾
隆
禁

書
に
は
︑
ほ
か
に
﹃
紀
載
彙
編
﹄
﹃
明
季
北
略
﹄
﹃
明
季
南
略
﹄
な
ど
が
あ
る

が
︑
編
纂
者
・
出
版
者
は
い
ず
れ
も
匿
名
で
あ
り
︑
出
版
時
期
も
明
記
せ
ず
︑

活
字
で
組
版
を
作
っ
て
刷
っ
た
の
は
︑
出
版
後
に
組
版
を
崩
し
て
証
拠
を
残

さ
な
い
こ
と
で
政
府
の
追
及
を
防
ご
う
と
し
た
か
ら
だ
ろ
う⑪
︒

劉
乾
の
研
究
に
よ
る
と
︑
嘉
慶
・
道
光
年
間
に
最
も
早
く
再
刊
さ
れ
た
禁

書
は
ほ
ぼ
集
部
書
で
あ
り
︑
と
く
に
前
明
﹁
忠
臣
﹂
の
文
集
で
あ
る
と
い
う⑫
︒

王
汎
森
は
︑
史
部
禁
書
の
内
容
が
厖
大
で
禁
忌
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た

め
に
比
較
的
遅
く
に
再
刊
さ
れ
︑
同
治
・
光
緒
年
間
に
至
っ
て
も
︑
傅
以

礼
・
李
慈
銘
・
錢
綺
な
ど
江
南
知
識
人
ら
禁
書
閲
読
の
グ
ル
ー
プ
の
言
論
に

は
反
清
意
識
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
る⑬
︒
と
こ
ろ
が
︑
道
光
末

年
に
出
版
さ
れ
た
蘇
州
人
錢
綺
の
﹃
鈍
硯
巵
言
﹄
に
は
︑
明
清
交
代
期
に
触
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れ
た
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
ら
れ
る
︒

乱
世
屠
戮
の
禍
に
至
り
て
は
︑
或
い
は
数
省
・
一
省
の
中
に
偏
り
︑
或

い
は
一
二
郡
に
偏
る
︒
豈
に
屠
戮
に
遭
う
の
処
は
︑
皆
兇
人
之
に
居
り
︑

屠
戮
に
遭
わ
ざ
る
の
処
は
︑
皆
な
善
人
之
に
居
ら
ん
や
︒
則
ち
乱
世
の

天
道
は
︑
実
に
憑
る
べ
か
ら
ざ
る
者
有
り
⁝
︵
中
略
︶
⁝
更
に
一
説
有

り
︒
屠
戮
の
禍
︑
一
方
に
在
る
と
雖
も
︑
亦
た
必
ず
此
の
一
方
の
人
︑

平
日
に
風
俗
奢
靡
に
し
て
︑
天
物
を
暴
殄
し
︑
人
情
刁
険
に
し
て
︑
欺

詐
日
々
に
生
じ
︑
里
巷
は
則
ち
飲
博
群
を
成
し
︑
子
弟
は
則
ち
桀
驁
に

し
て
制
し
難
く
︑
暗
に
死
罪
を
犯
す
も
の
多
し⑭
︒

具
体
的
な
地
名
は
記
さ
れ
な
い
が
︑
当
時
の
読
者
は
一
見
し
て
﹁
数
省
﹂
が

浙
江
・
江
蘇
で
あ
り
︑
﹁
一
二
郡
﹂
が
揚
州
・
嘉
定
な
ど
江
南
の
都
市
を
指

す
こ
と
が
わ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
道
光
年
間
に
は
す
で
に

虐
殺
の
事
実
を
江
南
知
識
人
が
公
然
と
語
っ
て
も
い
た
の
で
あ
る
︒
先
に
言

及
し
た
范
鍇
も
︑
道
光
二
十
四
年
︵
一
八
四
四
︶
に
出
版
し
た
筆
記
に
揚
州

の
殉
難
者
を
記
し⑮
︑
清
政
権
の
官
僚
を
﹁
遼
官
﹂
と
呼
び
︑
彼
の
卑
劣
と
史

可
法
の
遺
族
の
忠
烈
と
を
対
比
し
て⑯
︑
明
言
こ
そ
し
な
い
が
︑
微
妙
な
反
清

意
識
を
寓
し
て
い
る
︒

①

范
鍇
﹃
華
笑
庵
雑
筆
﹄
巻
六
・
楊
秋
室
洽
見
博
聞
︑
﹃
范
声
山
雑
著
﹄
︑
民
国
二

十
年
富
晋
書
社
影
印
清
刊
本
：
﹁
楊
秋
室
鳳
苞
︑
字
傅
九
︑
性
多
耿
介
︑
閉
戸
読

書
︑
洽
見
博
聞
︑
声
溢
大
江
南
北
︒
素
嗜
留
心
明
季
野
史
︑
瀏
覧
既
多
︑
藉
可
折

衷
是
正
︑
以
是
有
﹁
南
疆
逸
史
跋
﹂
十
二
篇
之
作
︒
﹂

②

楊
鳳
苞
﹃
秋
室
跋
﹄
巻
二
・
南
疆
逸
史
跋
一
︑
﹃
湖
州
叢
書
﹄
︑
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
蔵
光
緒
刊
本
所
収
︒

③

張
之
洞
﹃
書
目
答
問
﹄
・
史
部
・
雑
史
類
︑
光
緒
元
年
自
序
刊
本
︑
一
〇
頁
︒

④

傅
以
礼
﹃
華
延
年
室
題
跋
﹄
巻
上
・
明
季
稗
史
彙
編
︑
﹃
国
家
図
書
館
蔵
古
籍

題
跋
叢
刊
﹄
第
一
五
冊
︑
北
京
図
書
館
出
版
社
︑
二
〇
〇
二
年
︑
四
九
四
・
五
頁
︑

﹁
凡
載
書
十
六
種
︑
曏
励
伝
抄
︑
道
光
間
始
有
槧
本
⁝
︵
中
略
︶
⁝
時
是
書
新
出
︑

伯
兄
以
重
値
購
帰
見
貽
︑
蔵
之
二
十
余
年
矣
︒
﹂

⑤

朱
新
屋
﹁
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
与
辛
亥
革
命

一
個
書
籍
史
和
閲
読
史
的
分
析
﹂
︑

四
九
頁
︒

⑥

葉
徳
輝
﹃
書
林
清
話
﹄
巻
八
・
宋
以
来
活
字
板
︑
京
都
大
学
文
学
部
蔵
民
国
九

年
観
古
堂
刊
本
：
﹁
道
光
三
年
印
﹃
読
史
方
輿
紀
要
﹄
一
百
三
十
巻
⁝
︵
中
略
︶

⁝
留
雲
居
士
印
﹃
明
季
稗
史
﹄
十
六
種
︑
共
二
十
七
巻
︒
咸
同
間
⁝
︵
下
略
︶
﹂

⑦

傅
以
礼
﹃
華
延
年
室
題
跋
﹄
巻
上
・
明
季
稗
史
彙
編
︑
四
九
四
・
四
九
五
頁
︑

﹁
此
書
係
坊
刻
︑
脱
譌
甚
夥
︑
且
有
錯
簡
闕
文
︑
殊
不
便
于
観
覧
︒
﹂

⑧

李
慈
銘
﹃
越
縵
堂
読
書
記
﹄
・
子
部
・
叢
書
類
・
明
季
稗
史
彙
編
︑
上
海
書
店
︑

二
〇
一
五
年
︑
八
四
四
・
八
四
五
頁
︑
﹁
又
復
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
一
過
︑
悚
然
増

溝
壑
性
命
之
感
︒
﹂

⑨

﹃
傅
斯
年
図
書
館
善
本
古
籍
題
跋
輯
録
﹄
第
一
冊
︑
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研

究
所
︑
二
〇
〇
八
年
︑
四
五
頁
︑
﹁
﹃
行
在
陽
秋
﹄
二
巻
一
本
︑
慈
渓
鄭
芝
青
鈔
本

也
︒
同
治
七
年
二
月
二
十
六
日
︑
城
西
草
堂
徐
氏
収
蔵
︑
明
年
八
月
重
訂
︒
是
書

已
刻
於
﹃
明
季
稗
史
彙
編
﹄
中
︑
不
知
何
人
所
録
︒
区
区
螳
臂
︑
妄
自
尊
大
︑
蓋

其
遺
臣
所
為
者
︒
﹂

⑩

謝
国
楨
﹃
晚
明
史
籍
考
﹄
巻
二
三
・
明
季
史
料
叢
刻
及
書
目
︑
一
〇
〇
八
・
一

〇
〇
九
頁
︒
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⑪

傅
以
礼
﹃
華
延
年
室
題
跋
﹄
巻
上
・
紀
載
彙
編
︑
四
八
二
頁
：
﹁
﹃
紀
載
彙
編
﹄
︑

不
知
出
何
人
手
︑
無
授
梓
歳
月
︑
但
署
﹁
琉
璃
!
排
字
本
﹂
︒
就
余
所
見
︑
若

﹃
明
季
稗
史
彙
編
﹄
﹃
明
季
南
北
略
﹄
諸
書
︑
其
標
題
往
往
如
此
︑
殆
以
其
為
桑

海
旧
聞
︑
未
免
尚
有
忌
諱
之
慮
︒
﹂
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
﹃
明
季
稗
史
彙
編
﹄

の
刊
記
は
﹁
都
城
琉
璃
!
留
雲
居
士
排
字
本
﹂
で
あ
り
︑
﹃
明
季
北
略
﹄
﹃
明
季
南

略
﹄
の
刊
記
は
﹁
都
城
琉
璃
!
半
松
居
士
排
字
本
﹂
で
あ
る
︒

⑫

劉
乾
﹁
論
道
光
年
間
的
重
刻
禁
書
﹂
︑
﹃
文
物
﹄
一
九
八
二
年
第
六
期
︑
六
一

六
七
頁
︒

⑬

王
汎
森
﹃
権
力
的
毛
細
管
作
用
：
清
代
的
思
想
︑
学
術
与
心
態
﹄
︑
聯
経
出
版

事
業
︑
二
〇
一
四
年
︑
六
一
三

六
二
八
頁
︒
し
か
し
︑
王
氏
は
﹁
銭
綺
﹂
を

﹁
銭
埼
﹂
に
誤
っ
て
い
る
︒

⑭

銭
綺
﹃
鈍
硯
巵
言
﹄
・
乱
世
天
道
論
︑
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
道
光
二

十
八
年
序
刊
本
︑
﹁
至
於
乱
世
屠
戮
之
禍
︑
或
偏
於
数
省
一
省
之
中
︑
或
偏
於
一

二
郡
︒
豈
遭
屠
戮
之
処
︑
皆
兇
人
居
之
︑
不
遭
屠
戮
之
処
︑
皆
善
人
居
之
乎
︒
則

乱
世
天
道
︑
実
有
不
可
憑
者
⁝
︵
中
略
︶
⁝
更
有
一
説
焉
︒
屠
戮
之
禍
︑
雖
在
一

方
︑
亦
必
此
一
方
之
人
︑
平
日
風
俗
奢
靡
︑
暴
殄
天
物
︑
人
情
刁
険
︑
欺
詐
日
生
︑

里
巷
則
飲
博
成
群
︑
子
弟
則
桀
驁
難
制
︑
多
暗
犯
死
罪
︒
﹂

⑮

范
鍇
﹃
華
笑
庵
雑
筆
﹄
巻
三
・
揚
州
殉
難
：
﹁
揚
州
之
難
︑
有
兵
部
主
事
何
剛

参
︑
史
閣
部
軍
事
死
之
︒
又
江
都
訓
導
周
之
逵
︑
松
江
人
︑
城
陷
赴
井
死
︒
﹂

⑯

范
鍇
﹃
華
笑
庵
雑
筆
﹄
巻
四
・
史
閣
部
弟
婦
事
：
﹁
史
公
弟
可
経
︑
諸
生
︑
早

卒
︒
妻
李
氏
︑
為
閣
部
夫
人
女
弟
守
節
⁝
︵
中
略
︶
⁝
為
遼
官
聶
三
者
見
而
艶
之
︑

思
媚
少
宰
某
︑
強
以
委
禽
︒
八
夫
人
遺
人
以
墨
漆
槃
進
︑
聶
啓
視
之
︑
則
一
髮
髻
︑

一
耳
︑
一
鼻
也
︑
鮮
血
淋
漓
満
槃
︒
﹂

第
二
章

﹃
十
日
記
﹄
諸
本
の
系
統

﹃
十
日
記
﹄
は
江
戸
期
の
日
本
に
も
輸
入
さ
れ
た
︒
単
独
写
本
と
し
て
は
︑

早
稲
田
大
学
蔵
滝
沢
宗
伯
写
本
と
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
写
本
が
現
存
し

て
お
り
︑
他
の
写
本
は
す
べ
て
﹃
八
家
集
﹄
︵
収
載
書
に
つ
い
て
は
表
一
を

参
照
︶
叢
書
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
︒
中
国
で
も
北
京
大
学
図
書
館
蔵
﹃
八

家
集
﹄
清
写
本
の
存
在
が
知
ら
れ
る
︒
刊
本
に
は
︑
文
政
七
年
︵
一
八
二

四
︶
跋
の
採
撰
亭
鉄
屋
十
兵
衛
木
活
字
本
・
天
保
五
年
︵
一
八
三
四
︶
自
修

館
刊
本
が
あ
る
︒

こ
の
ほ
か
に
︑
清
代
の
三
点
の
明
季
史
料
叢
抄
も
﹃
十
日
記
﹄
を
収
録
し

て
い
る
が
︑
い
ず
れ
も
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
︒
︵
一
︶
菊
知
氏
編
﹃
明

末
十
家
集
﹄
︑
十
四
巻
︑
中
国
国
家
図
書
館
蔵
︒
︵
二
︶
無
名
氏
編
﹃
明
季
十

二
家
集
﹄
︑
十
二
巻
︑
同
館
蔵
︑
﹃
明
清
史
料
叢
書
続
編
﹄
第
十
五
・
十
六
冊

に
所
収
︒
︵
三
︶
無
名
氏
編
﹃
明
季
野
史
﹄
︑
三
十
六
巻
︑
同
館
蔵
︑
﹃
中
華

再
造
善
本
﹄
に
影
印
︒
そ
れ
ら
の
収
載
書
も
表
一
に
掲
げ
た
︒

﹃
十
日
記
﹄
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
︑
松
枝
茂
夫
は
﹃
稗
史
﹄
本
・

自
修
館
本
・
内
閣
文
庫
蔵
﹃
八
家
集
﹄
本
・
﹃
逸
史
﹄
本
を
調
査
し
て
︑

︵
一
︶
﹃
八
家
集
﹄
本
・
﹃
逸
史
﹄
本
と
︵
二
︶
﹃
稗
史
﹄
本
と
い
う
二
つ
の

系
統
に
分
け
て
︑
︵
一
︶
の
ほ
う
が
原
本
に
近
く
︑
︵
二
︶
は
様
々
な
人
の
手

が
加
わ
っ
て
で
き
あ
が
っ
た
と
し
て
い
る①
︒
し
か
し
︑
反
証
が
存
在
す
る
︒

例
え
ば
︑
﹃
稗
史
﹄
本
・
﹃
逸
史
﹄
本
は
と
も
に
五
月
初
五
日
の
﹁
聞
此
当
驚

惕
焉
耳
﹂
で
終
わ
っ
て
い
る
が
︑
﹃
八
家
集
﹄
本
に
は
そ
の
後
に
﹁
時
為
督

鎮
⁝
︵
中
略
︶
⁝
知
言
哉
﹂
と
い
う
三
段
の
跋
が
見
え
る
︒
こ
れ
は
正
文
と

『揚州十日記』の清末・民国期における受容（尹）
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『八家集』
『東明聞見録』『行在陽秋』『粤遊見聞』『求野録』『也是録』『嘉定屠城紀略』

『揚州十日記』『呉耿尚孔四王合伝』

『明末十家集』
『東明聞見録』『行在陽秋』『粤遊見聞』『也是録』『求野録』『嘉定屠城紀略』

『揚州十日記』『呉耿尚孔四王合伝』『青燐屑』『幸存録』『続幸存録』

『明季十二家集』

『東明聞見録』『行在陽秋』『粤遊見聞』『揚州十日記』『嘉定屠城紀略』『呉

耿尚孔四王合伝』『青燐屑』『幸存録』『続幸存録』『也是録』『毛総戎墓誌銘』

『名臣節録』

『明季野史』

『入長沙記』『恩卹諸公志略』『両広紀略』『孫愷陽先生殉城論』『孫愷陽先生

前後督師略跋』『繡江集』『輶軒記事』『丙申日記』『永暦紀事』『江陵紀事』

『東林紀事』『東林紀事本末論』『督師袁崇煥計斬毛文龍始末』『崇祯甲申燕

都紀変実録』『甲申三月忠逆諸臣紀事』『閩游月記』『江変紀略』『残明紀事』

『粤遊見聞』『行在陽秋』『也是録』『求野録』『賜姓始末』『幸存録』『続幸存

録』『四王伝』『左疏左檄』『東明聞見録』『嘉定屠城紀略』『揚州十日記』『青

燐屑』『倣指南録』『続明季遺聞』

表一 『八家集』『明末十家集』『明季十二家集』『明季野史』収載書目一覧

『八家集』に収録された書目をゴチックで示した。

関
係
せ
ず
︑
王
秀
楚
の
補
記
或
い
は
後
人
の
加
筆
と
見
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
松

枝
氏
が
︵
一
︶
の
ほ
う
が
原
本
に
近
い
と
判
断
し
た
も
の
の
︑
結
局
︵
二
︶

に
よ
っ
て
﹃
十
日
記
﹄
を
訳
出
し
た
の
も
理
解
に
苦
し
む②
︒

﹃
稗
史
﹄
本
が
他
の
諸
本
よ
り
詳
細
な
の
は
︑
後
人
に
よ
る
加
筆
に
よ
る

も
の
な
の
か
︑
そ
れ
と
も
原
型
を
伝
え
た
も
の
な
の
か
︒
そ
れ
を
明
ら
か
に

す
る
に
は
︑
諸
本
を
対
比
す
る
必
要
が
あ
る
︒
た
だ
︑
諸
本
の
文
字
の
異
同

は
数
多
く
︑
同
義
字
間
の
異
同
︵
例
え
ば
︑
﹁
予
﹂
と
﹁
余
﹂
︑
﹁
至
﹂
と

﹁
到
﹂
︶
や
助
辞
の
有
無
︵
﹁
因
﹂
﹁
更
﹂
﹁
乃
﹂
︶
︑
版
刻
の
際
に
生
じ
た
ミ
ス

︵
﹃
稗
史
﹄
本
の
四
月
廿
九
日
の
﹁
応
至
此
此
﹂
な
ど
︶
は
捨
象
し
て
︑
諸

本
に
見
ら
れ
る
五
文
字
以
上
の
相
違
︵
下
線
は
筆
者
に
よ
る
︶
を
ま
と
め
て
︑

表
二
に
整
理
し
た
︒

こ
れ
を
見
れ
ば
︑
日
本
の
﹃
八
家
集
﹄
本
・
滝
沢
本
・
採
撰
亭
本
・
自
修

館
本
は
︑
同
じ
系
統
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
転
写
に
よ
る
相
違
も

あ
る
が
︑
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
︑
北
大
本
と
一
つ
の
底
本
に
遡
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
あ
る
︒
滝
沢
本
に
跋
が
な
い
の
は
︑
宗
伯
が
削
除
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
︒
﹃
明
末
十
家
集
﹄
本
・
﹃
明
季
十
二
家
集
﹄
本
・
﹃
明
季
野
史
﹄
本

も
こ
の
系
統
に
属
し
て
い
る
︒
注
意
し
た
い
の
は
︑
四
月
廿
六
日
の
第
一
例

に
つ
い
て
︑
日
本
の
諸
本
が
す
べ
て
﹁
復
乗
高
叔
屋
躲
避
﹂
と
し
て
い
る
の

に
︑
中
国
の
諸
本
が
﹁
復
乗
高
升
屋
躲
避
﹂
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
前

者
で
は
意
味
が
通
ら
ず
︑
﹁
升
﹂
が
﹁
叔
﹂
の
草
書
体
に
誤
写
さ
れ
た
も
の
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『八家集』江戸時

代写本（自修館

本・東北大本同）

『八家集』

北大本

『明末十

家集』・

本

『明季十

二家集』

本

『明季野

史』本

『荊駝逸史』五

十三・五十種本

『明季稗史』本（『陸沈

叢書』本・『揚州叢刻』

本同）

四月廿

五日

予知事已如此、連

応曰唯唯
同左 同左 同左 同左 同左

予知事已不済如此、然不

能拂衆議、姑連応曰唯唯

我輩休想復生人世

矣
同左 同左 同左 同左 我輩休想人世矣

我輩休想復生人世矣。泣

涕交下、尽出金付予。値

郷人進、急呼曰「至矣、

至矣！」

両兄、一弟、一嫂、

一姪、又一婦、一

子、二外姨、一内

弟

同左 同左 同左 同左

両兄、一嫂、一

弟、一姪、又一

婦、一子、一外

姨、一内弟

両兄、一弟、一嫂、一姪、

又一婦、一子、二外姨、

一内弟

四月廿

六日

復乗高叔屋躲避
復乗高升

屋躲避
同左 同左 同左 同左 同左

堆尸貯積、手足相

枕
同左 同左 同左 同左 同左

堆尸貯積、手足相枕、血

入水、碧赭化為五色、Ø

為之平

頃之、卒仍挟婦人

而去
同左 同左 同左 同左 （無）

頃之、卒仍挟婦人而去。

室有仰屛、似蓆為之、不

勝人、然緣之可以及樑。

或父呼子、或夫覔

妻
同左 同左 同左 同左

或父子子、或夫

覔妻

或父呼子、或夫覔妻、呱

呱之声、草畔溪間、比比

皆是

四月廿

八日
始釈予 同左 同左 同左 同左 同左

始釈予、尚曰：「便宜爾

婦。」

四月廿

九日

逃去者大半。城外

亡命人利城中所有、

結伴夜入官溝盤詰

同左 同左 同左 同左

逃去者力半。城

外亡命人利城中

所有、結伴夜入

官溝盤詰

逃去者大半。旧有官溝壅

塞、不能通流、至是如坦

途、然亦以此反罹其鋒。

城外亡命利城中所有、結

伴夜入官溝盤詰

亦有閉戸焚死者 同左 同左 同左 同左 同左

亦有閉戸焚死者。由数口

至百口、一室之中、正不

知積骨多少

大約此際無拠可避、

亦不能避
同左 同左 同左 同左 同左

大約此際無拠可避、亦不

能避、避則或一犯之、無

金死、有金亦死

予訢金尽 同左 同左 同左 同左 同左
予訢金尽、曰：「必欲金、
即甘死。」

五月初

二日

其落井投河、閉門

焚縊者不与焉
同左 同左 同左 同左 同左

其落井投河、閉門焚縊者

不与焉、被擄者不与焉

五月初

五日

兄弟嫂姪婦子、親

共八人、今僅存三

人

同左 同左 同左 同左

兄弟嫂姪婦子、

親共八人、今僅

有四人

兄弟嫂姪婦子、親共八人、

今僅存三人

跋 有 有 有 有 有 無 無

表二 『揚州十日記』諸本対照表

＊滝沢本・採撰亭本は『八家集』江戸時代写本とほぼ同じだが、滝沢本には跋がなく、採撰亭本には四月

廿八日の「始釈予」を「始釈余」、四月廿九日の「予訢金尽」を「余訢金尽」とする。

『揚州十日記』の清末・民国期における受容（尹）
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で
あ
ろ
う
︒

一
方
︑
﹃
逸
史
﹄
に
は
四
月
廿
六
日
の
﹁
頃
之
︑
卒
仍
挟
婦
人
而
去
﹂
と

跋
が
な
い
︒
冒
頭
で
は
﹁
一
外
姨
﹂
と
し
︑
最
後
の
と
こ
ろ
で
生
存
者
は

﹁
四
人
﹂
と
す
る
が
︑
他
本
は
﹁
二
外
姨
﹂
﹁
三
人
﹂
と
す
る
︒
ま
た
︑
﹃
十

日
記
﹄
の
作
者
を
﹁
無
名
氏
﹂
と
す
る
が
︑
他
の
諸
本
は
す
べ
て
王
秀
楚
と

す
る
︒
﹃
逸
史
﹄
本
が
他
本
と
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒

﹃
稗
史
﹄
本
の
記
述
が
詳
細
な
の
は
表
二
を
見
て
も
明
ら
か
で
︑
こ
れ
ら

の
記
述
が
な
い
と
文
脈
が
分
か
り
に
く
い
︒
こ
れ
が
後
人
の
加
筆
な
の
か
原

本
の
姿
を
伝
え
た
も
の
な
の
か
は
判
断
し
が
た
い
︒
し
か
し
︑
他
の
諸
本
に

は
四
月
廿
九
日
﹁
城
外
亡
命
人
利
城
中
所
有
︑
結
伴
夜
入
官
溝
盤
詰
﹂
と
す

る
が
︑
こ
れ
は
﹃
稗
史
﹄
に
﹁
溝
の
水
が
無
く
な
っ
て
い
た
﹂
と
あ
る
こ
と

を
ふ
ま
え
て
よ
う
や
く
理
解
で
き
る
︒
こ
れ
は
当
事
者
あ
る
い
は
同
時
代
人

で
な
け
れ
ば
書
け
な
い
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
た
め
︑
﹃
稗
史
﹄
本
の
ほ
う
が

原
本
に
近
く
︑
そ
れ
が
伝
承
の
過
程
で
削
り
と
ら
れ
て
い
っ
て
﹃
八
家
集
﹄

本
の
形
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
︒

以
上
か
ら
考
え
る
と
︑
﹃
十
日
記
﹄
諸
本
を
三
つ
の
系
統
に
分
類
す
る
ほ

う
が
正
し
い
︒
す
な
わ
ち
︵
甲
︶
﹃
八
家
集
﹄
本
・
﹃
明
末
十
家
集
﹄
本
・

﹃
明
季
十
二
家
集
﹄
本
・
﹃
明
季
野
史
﹄
本
の
系
統
︑
︵
乙
︶
﹃
逸
史
﹄
本
︑

︵
丙
︶
﹃
稗
史
﹄
本
の
系
統
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
︑

近
代
の
諸
本
は
ほ
ぼ
︵
丙
︶
か
ら
出
て
い
る
︒

①

松
枝
茂
夫
訳
﹃
蜀
碧
・
嘉
定
屠
城
紀
略
・
揚
州
十
日
記
﹄
︑
二
三
六

二
四
一

頁
︒

②

松
枝
茂
夫
訳
﹃
蜀
碧
・
嘉
定
屠
城
紀
略
・
揚
州
十
日
記
﹄
︑
二
四
二
頁
︒

第
三
章

清
末
革
命
党
と
﹃
十
日
記
﹄
単
行
本

﹃
稗
史
﹄
に
収
録
さ
れ
る
の
は
ほ
と
ん
ど
明
末
士
大
夫
の
紀
伝
・
編
年
体

の
歴
史
書
で
あ
り
︑
崇
禎
及
び
南
明
政
権
の
政
治
・
軍
事
状
況
を
記
録
し
て
︑

そ
の
記
述
対
象
は
社
会
上
層
に
限
ら
れ
る
が
︑
﹃
十
日
記
﹄
﹃
嘉
定
屠
城
紀

略
﹄
の
み
は
清
軍
の
下
層
民
衆
に
対
す
る
暴
行
を
書
い
た
日
記
で
あ
る
︒
こ

と
に
﹃
十
日
記
﹄
は
個
人
的
な
経
験
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
︑
他
の
﹃
稗
史
﹄

所
載
書
に
比
べ
れ
ば
︑
衝
撃
力
が
強
く
て
文
章
も
短
く
︑
革
命
党
か
ら
絶
好

の
反
満
宣
伝
テ
キ
ス
ト
と
見
ら
れ
た
︒

辛
亥
革
命
と
﹃
十
日
記
﹄
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
︑
前
掲
の
朱
新
屋
の

研
究
が
あ
る①
︒
以
下
︑
そ
の
骨
子
を
紹
介
す
る
︒
朱
氏
は
ま
ず
馮
自
由
や
魯

迅
の
記
述
を
引
用
す
る
︒
横
浜
の
華
僑
で
あ
る
馮
自
由
の
追
憶
に
は
︑

︵
史
料
一
︶
興
中
会
の
初
期
︑
文
人
・
墨
士
極
め
て
欠
乏
を
感
じ
︑
用

い
る
所
の
宣
伝
工
具
︑
僅
か
に
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
﹃
嘉
定
屠
城
記
﹄
及

び
﹃
明
夷
待
訪
録
﹄
よ
り
選
録
せ
る
中
の
﹁
原
君
﹂
﹁
原
臣
﹂
単
行
本

数
種
有
り②

44 (328)



と
あ
る
︒
ま
た
︑
魯
迅
の
﹁
雑
憶
﹂
に
は
︑

︵
史
料
二
︶
他
の
一
部
の
人
は
専
ら
明
末
遺
民
の
著
作
・
満
州
人
の
残

暴
の
記
録
を
収
集
に
努
め
︑
東
京
や
そ
の
他
の
図
書
館
に
も
ぐ
り
込
み
︑

抄
写
し
て
は
印
刷
し
︑
中
国
に
輸
入
し
て
︑
忘
却
さ
れ
た
古
き
仇
恨
を

復
活
さ
せ
︑
革
命
の
成
功
を
助
成
し
よ
う
と
望
ん
だ
︒
そ
こ
で
﹃
揚
州

十
日
記
﹄
︑
﹃
嘉
定
屠
城
紀
略
﹄
︑
﹃
朱
舜
水
集
﹄
︑
﹃
張
蒼
水
集
﹄
が
翻
刻

印
刷
さ
れ
た③
︒

と
あ
り
︑
﹁
病
後
雑
談
の
余
﹂
で
も
︑
光
緒
末
年
か
ら
清
朝
が
忌
避
す
る
内

容
を
含
む
古
書
が
相
次
い
で
翻
印
さ
れ
︑
﹁
日
本
に
留
学
し
た
学
生
の
中
の

若
干
の
者
は
︑
図
書
館
で
も
革
命
を
鼓
吹
す
る
の
に
よ
い
明
末
清
初
の
文
献

を
探
し
た④
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒

朱
氏
は
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
︑
辛
亥
革
命
の
前
夜
に
中
国
に
出
回
っ
て
い

た
﹃
十
日
記
﹄
は
主
に
日
本
か
ら
逆
輸
出
さ
れ
た
翻
刻
本
で
あ
り
︑
次
に
本

土
の
刊
本
で
あ
っ
た
と
す
る
︒
本
土
で
は
︑
﹃
稗
史
﹄
本
や
﹃
逸
史
﹄
本
の

よ
う
な
叢
書
を
介
し
た
形
や
︑
鄒
容
の
﹃
革
命
軍
﹄
の
よ
う
な
影
響
力
の
あ

る
著
作
と
合
刊
さ
れ
る
形
で
広
ま
っ
た
︒
ま
た
︑
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
加

工
も
さ
れ
た
︒
梁
啓
超
が
言
及
し
て
い
る
案
語
本
︑
陳
去
病
が
作
っ
た
絵
図

加
批
本
︑
白
話
本
︑
あ
る
い
は
戯
曲
本
と
し
て
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
︒
と
は

い
っ
て
も
︑
多
く
は
秘
密
裏
に
流
布
し
て
い
た
の
だ
が
︑
馮
自
由
﹁
野
鶏
大

王
徐
敬
吾
﹂
に
よ
れ
ば
︑
上
海
で
は
公
然
と
売
ら
れ
て
い
た
と
い
う
︒
ま
た
︑

革
命
人
士
が
﹃
十
日
記
﹄
に
接
し
た
経
路
と
し
て
︑
①
革
命
団
体
内
部
の
流

伝
②
学
校
で
の
教
育
・
伝
播
③
家
庭
内
④
書
店
か
ら
の
購
入
の
四
つ
の
経
路

が
あ
っ
た
と
す
る
︒
そ
し
て
︑
魯
迅
が
な
ぜ
﹃
十
日
記
﹄
の
流
通
に
注
目
し

た
の
か
に
つ
い
て
は
︑
光
緒
帝
が
九
代
目
の
皇
帝
で
あ
り
︑
﹃
春
秋
﹄
の

﹁
九
世
の
仇
﹂
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
︒

し
か
し
︑
朱
氏
は
史
料
の
成
立
年
次
を
ほ
ぼ
無
視
し
て
︑
光
緒
年
間
か
ら

宣
統
三
年
︵
一
九
一
一
︶
に
い
た
る
史
料
を
整
理
し
な
い
ま
ま
に
用
い
て
お

り
︑
引
用
が
不
正
確
で
︑
出
典
に
も
誤
り
が
あ
る
︒
例
え
ば
︑
先
に
言
及
し

た
馮
自
由
﹁
野
鶏
大
王
徐
敬
吾
﹂
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒

︵
史
料
三
︶
清
光
緒
末
年
に
在
り
て
︑
凡
そ
上
海
に
住
み
て
稍
久
し
き

者
は
︑
野
雞
大
王
其
の
人
有
る
を
知
ら
ざ
る
莫
し
︒
大
王
の
姓
は
徐
︑

号
は
敬
吾
︑
広
東
香
山
県
人
な
り
︑
上
海
﹃
蘇
報
﹄
案
の
前
後
最
も
旗

を
揺
ら
し
て
吶
喊
す
る
革
命
宣
伝
家
な
り
⁝
︵
中
略
︶
⁝
大
王

恒
に

其
の
女
公
子
宝
妣
を
挈
げ
て
福
州
路
の
青
蓮
閣
等
茶
館
に
出
入
し
︑
各

著
名
犯
禁
の
書
報
を
叫
売
し
︑
﹃
革
命
軍
﹄
﹃
黄
帝
魂
﹄
﹃
駁
康
有
為
政

見
書
﹄
﹃
孫
逸
仙
﹄
﹃
沈
藎
﹄
﹃
自
由
血
﹄
﹃
女
界
鐘
﹄
﹃
俄
羅
斯
大
風
潮
﹄

﹃
猛
回
頭
﹄
﹃
警
世
鐘
﹄
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
﹃
孔
孟
心
肝
﹄
﹃
蘇
報
案
紀

『揚州十日記』の清末・民国期における受容（尹）

45 (329)



事
﹄
﹃
三
十
三
年
落
花
夢
﹄
﹃
廿
世
紀
大
舞
台
﹄
等
書
の
如
き
︑
百
数
十

種
を
下
ら
ず
︒
行
人

之
に
趨
く
こ
と
鶩
の
若
く
︑
至
っ
て
暢
銷
為
り⑤
︒

出
典
は
﹃
革
命
逸
史
﹄
初
集
で
あ
る
の
に
︑
朱
氏
の
注
に
は
第
二
集
と
し

て
い
る⑥
︒
し
か
も
︑
傍
線
部
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
︒
﹁
光
緒
末
年
﹂
は
や

や
曖
昧
だ
が
︑
﹁
﹃
蘇
報
﹄
案
の
前
後
﹂
と
あ
る
こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
︒

﹃
蘇
報
﹄
案
は
︑
光
緒
二
十
九
年
︵
一
九
〇
三
︶
に
上
海
の
﹃
蘇
報
﹄
上
に

章
太
炎
や
鄒
容
の
反
清
民
族
革
命
論
が
載
せ
ら
れ
︑
政
府
か
ら
厳
罰
が
下
さ

れ
た
事
件
で
あ
る
︒

さ
ら
に
︑
﹃
革
命
逸
史
﹄
第
二
集
に
は
再
び
徐
敬
吾
の
こ
と
が
言
及
さ
れ

て
い
る
︒

︵
史
料
四
︶
癸
卯
一
年
︑
上
海
及
び
蘇
・
浙
各
地
の
革
命
書
報
業
及
び

愛
国
学
校
最
も
発
達
の
時
期
な
り
︒
留
日
学
界
の
出
版
物
﹃
新
広
東
﹄

﹃
湖
北
学
生
界
﹄
﹃
漢
声
﹄
﹃
湖
南
﹄
﹃
遊
学
訳
編
﹄
﹃
新
湖
南
﹄
﹃
江
蘇
﹄

﹃
浙
江
潮
﹄
等
の
如
き
︑
皆
上
海
を
以
て
尾
閭
と
為
す
︒
滬
人
自
ら
編

印
を
行
う
者
は
︑
﹃
革
命
軍
﹄
及
び
﹃
駁
康
有
為
政
見
書
﹄
を
除
く
外
︑

則
ち
﹃
黄
帝
魂
﹄
﹃
蘇
報
案
紀
事
﹄
﹃
訄
書
﹄
有
り
⁝
︵
中
略
︶
⁝
又
た

香
山
人
徐
敬
吾
な
る
者
有
り
︑
専
ら
革
命
書
報
を
出
售
す
る
を
以
て
業

と
為
す⑦
︒

癸
卯
年
即
ち
光
緒
二
十
九
年
で
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
︑
徐
敬
吾
等
が
上
海
で

﹃
十
日
記
﹄
等
を
公
然
と
売
っ
て
い
た
の
は
︑
そ
の
前
後
の
こ
と
と
わ
か
る
︒

し
か
も
︑
朱
氏
が
引
用
し
た
史
料
一
に
は
ま
だ
続
き
が
あ
る
︒

︵
史
料
五
︶
庚
子
以
後
︑
東
京
の
留
学
生
漸
く
自
由
平
等
学
説
に
濡
染

し
︑
革
命
排
満
を
鼓
吹
す
る
者
日
に
衆
く
︑
﹃
訳
書
彙
編
﹄
﹃
開
智
録
﹄

﹃
国
民
報
﹄
繽
紛
と
し
て
並
び
起
こ
り
︑
﹃
湖
北
学
生
界
﹄
﹃
浙
江
潮
﹄

﹃
新
湖
南
﹄
﹃
江
蘇
﹄
各
月
刊

之
に
継
ぎ
︑
是
れ
に
由
り
て
留
学
界
の

有
志
者
と
興
中
会
の
領
袖
と
合
し
て
一
爐
を
為
す⑧
︒

史
料
一
～
五
の
記
述
を
整
理
し
て
時
系
列
に
沿
っ
て
説
明
し
よ
う
︒
光
緒

二
十
年
︵
一
八
九
四
︶
興
中
会
が
発
足
し
て
か
ら
︑
革
命
党
が
﹃
十
日
記
﹄

等
禁
書
の
単
行
本
を
宣
伝
武
器
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
光
緒
二
十

二
年
に
総
理
衙
門
が
学
生
を
選
抜
し
て
日
本
に
派
遣
し
た
の
が
︑
中
国
人
日

本
留
学
の
嚆
矢
で
あ
り⑨
︑
史
料
一
の
﹃
十
日
記
﹄
単
行
本
と
留
学
生
は
関
係

な
い
︒
た
だ
し
︑
こ
の
頃
の
﹃
十
日
記
﹄
単
行
本
が
中
国
・
日
本
の
ど
ち
ら

で
出
版
さ
れ
た
か
︑
祖
本
が
何
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
︒
庚
子
事
変
︵
一
九

〇
〇
︶
以
降
︑
日
本
へ
の
留
学
生
は
革
命
党
と
連
携
す
る
よ
う
に
な
り
︑
新

聞
と
雜
誌
が
次
第
に
主
要
な
宣
伝
武
器
と
な
っ
た
︒
光
緒
二
十
九
年
前
後
︑

﹃
十
日
記
﹄
等
の
書
籍
と
留
学
生
が
刊
行
し
た
雑
誌
が
上
海
で
公
然
と
売
ら

46 (330)



れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
朱
新
屋
は
史
料
二
を
も
と
に
︑
﹁
辛
亥
時
期
﹂
に
中

国
に
出
回
っ
て
い
た
﹃
十
日
記
﹄
は
主
に
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
翻
刻

本
で
あ
る
と
す
る
が
︑
魯
迅
は
光
緒
二
十
八
年
に
日
本
に
留
学
し
︑
宣
統
元

年
︵
一
九
〇
九
︶
帰
国
し
た
の
で
︑
彼
の
記
憶
は
お
そ
ら
く
光
緒
二
十
九
年

前
後
の
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
︒

日
本
留
学
ブ
ー
ム
の
前
に
︑
﹃
十
日
記
﹄
は
既
に
本
土
に
出
回
っ
て
い
た
︒

光
緒
十
三
年
︵
一
八
八
七
︶
と
二
十
二
年
に
︑
﹃
稗
史
﹄
は
上
海
図
書
集
成

印
書
局
か
ら
二
度
鉛
印
さ
れ
て
い
る
︒
鉛
印
本
巻
首
の
尊
聞
閣
主
人
序
に
は

﹁
原
書

日
久
し
く
し
て
︑
残
欠
已
甚
し
く
︑
魯
魚
亥
豕
は
所
在
多
く
有
り
︒

茲
に
特
に
重
ね
て
排
印
を
加
え
︑
心
を
悉
し
て
校
勘
し
︑
其
の
旧
に
仍
り
て

二
十
七
巻
と
為
す⑩
﹂
と
あ
り
︑
こ
れ
が
道
光
本
の
校
勘
翻
印
本
だ
と
わ
か
る
︒

図
書
集
成
印
書
局
は
︑
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
ア
ー
ネ
ス
ト
・
メ
ジ
ャ
ー

︵
E
rnest
M
ajor
一
八
四
一

一
九
〇
八
︶
が
租
界
で
創
立
し
た
出
版
社

で
あ
る⑪
︒
上
海
租
界
で
は
清
政
府
の
管
轄
下
に
な
い
こ
と
を
利
し
て
︑
多
く

の
反
政
府
書
籍
・
雑
誌
が
出
版
さ
れ
た⑫
︒
図
書
集
成
印
書
局
本
は
﹃
稗
史
﹄

を
普
及
さ
せ
た
だ
ろ
う
︒
例
え
ば
︑
章
太
炎
は
十
九
・
二
十
歳
の
頃
に
﹃
稗

史
﹄
を
手
に
入
れ
︑
当
時
よ
う
や
く
排
満
思
想
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
す
る
が⑬
︑

そ
れ
は
光
緒
十
四
・
十
五
年
に
あ
た
る
︒
な
お
︑
光
緒
二
十
二
年
に
魯
迅
・

周
作
人
兄
弟
の
祖
父
が
科
挙
不
正
案
に
巻
き
込
ま
れ
︑
杭
州
の
監
獄
に
入
れ

ら
れ
た
時
に
獄
中
に
持
ち
込
ん
だ
書
に
は
﹃
稗
史
﹄
等
が
あ
っ
た
と
い
う⑭
︒

前
述
の
通
り
︑
道
光
活
字
本
は
蔵
書
家
で
も
入
手
し
に
く
か
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
︑
こ
の
﹃
稗
史
﹄
も
図
書
集
成
印
書
局
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
︒

﹃
十
日
記
﹄
案
語
本
も
︑
庚
子
年
の
前
に
本
土
で
出
現
し
た
︒
梁
啓
超
の

追
憶
に
よ
れ
ば
︑
光
緒
二
十
三
年
︵
一
八
九
七
︶
長
沙
で
時
務
学
堂
に
務
め

て
い
た
時
に
︑
譚
嗣
同
・
唐
才
常
等
が
﹃
十
日
記
﹄
等
を
案
語
つ
き
で
出
版

し
︑
ひ
そ
か
に
頒
布
し
て
革
命
思
想
を
広
め
︑
﹁
信
奉
す
る
者
は
日
々
衆
く
﹂

な
っ
た
と
い
う⑮
︒

﹃
十
日
記
﹄
単
行
本
が
革
命
宣
伝
の
武
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
︑
嘉

慶
年
間
以
降
江
南
か
ら
始
ま
っ
た
禁
書
重
刊
運
動
の
延
長
線
上
に
あ
る
︒
光

緒
十
三
年
以
降
︑
上
海
租
界
で
は
道
光
本
﹃
稗
史
﹄
を
も
と
に
鉛
印
本
を
大

量
に
出
版
し
︑
一
般
知
識
人
も
容
易
に
入
手
し
た
︒
日
本
留
学
ブ
ー
ム
の
前

に
︑
﹃
十
日
記
﹄
は
す
で
に
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

①

朱
新
屋
﹁
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
与
辛
亥
革
命

一
個
書
籍
史
和
閲
読
史
的
分
析
﹂
︒

②

馮
自
由
﹃
革
命
逸
史
﹄
初
集
・
革
命
初
期
之
宣
伝
品
︑
中
華
書
局
︑
一
九
八
一

年
︑
十
頁
︑
﹁
興
中
会
初
期
︑
文
人
墨
士
極
感
欠
乏
︑
所
用
宣
伝
工
具
︑
僅
有

﹃
揚
州
十
日
記
﹄
﹃
嘉
定
屠
城
記
﹄
及
選
録
﹃
明
夷
待
訪
録
﹄
内
﹁
原
君
﹂
﹁
原

臣
﹂
単
行
本
数
種
︒
﹂

③

魯
迅
﹃
墳
・
雑
憶
﹄
︑
﹃
大
魯
迅
全
集
﹄
第
三
巻
︑
改
造
社
︑
一
九
三
七
年
︑
一

二
六
・
一
二
七
頁
の
訳
を
使
用
し
た
︒

④

魯
迅
﹃
且
介
亭
雑
文
・
病
後
雑
談
の
余
﹄
︑
﹃
大
魯
迅
全
集
﹄
第
五
巻
︑
二
二
二

頁
︒

⑤

馮
自
由
﹃
革
命
逸
史
﹄
初
集
・
野
鶏
大
王
徐
敬
吾
︑
一
二
三
頁
︑
﹁
在
清
光
緒

『揚州十日記』の清末・民国期における受容（尹）
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末
年
︑
凡
住
上
海
稍
久
者
︑
莫
不
知
有
野
雞
大
王
其
人
︒
大
王
徐
姓
︑
号
敬
吾
︑

広
東
香
山
県
人
︑
上
海
﹃
蘇
報
﹄
案
前
後
最
揺
旗
吶
喊
之
革
命
宣
伝
家
也
⁝
︵
中

略
︶
⁝
大
王
恒
挈
其
女
公
子
宝
妣
出
入
於
福
州
路
青
蓮
閣
等
茶
館
︑
叫
売
各
著
名

犯
禁
之
書
報
︑
如
﹃
革
命
軍
﹄
﹃
黄
帝
魂
﹄
﹃
駁
康
有
為
政
見
書
﹄
﹃
孫
逸
仙
﹄
﹃
沈

藎
﹄
﹃
自
由
血
﹄
﹃
女
界
鐘
﹄
﹃
俄
羅
斯
大
風
潮
﹄
﹃
猛
回
頭
﹄
﹃
警
世
鐘
﹄
﹃
揚
州
十

日
記
﹄
﹃
孔
孟
心
肝
﹄
﹃
蘇
報
案
紀
事
﹄
﹃
三
十
三
年
落
花
夢
﹄
﹃
廿
世
紀
大
舞
台
﹄

等
書
︑
不
下
百
数
十
種
︒
行
人
趨
之
若
鶩
︑
至
為
暢
銷
︒
﹂

⑥

朱
新
屋
﹁
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
与
辛
亥
革
命

一
個
書
籍
史
和
閲
読
史
的
分
析
﹂
︑

五
二
頁
︒

⑦

馮
自
由
﹃
革
命
逸
史
﹄
第
二
集
・
記
上
海
志
士
与
革
命
運
動
・
書
報
業
及
学
校

之
発
達
︑
七
五
・
七
六
頁
︑
﹁
癸
卯
一
年
︑
為
上
海
及
蘇
浙
各
地
革
命
書
報
業
及

愛
国
学
校
最
発
達
之
時
期
︒
留
日
学
界
出
版
物
如
﹃
新
広
東
﹄
﹃
湖
北
学
生
界
﹄

﹃
漢
声
﹄
﹃
湖
南
﹄
﹃
遊
学
訳
編
﹄
﹃
新
湖
南
﹄
﹃
江
蘇
﹄
﹃
浙
江
潮
﹄
等
︑
皆
以
上

海
為
尾
閭
︒
滬
人
自
行
編
印
者
︑
除
﹃
革
命
軍
﹄
及
﹃
駁
康
有
為
政
見
書
﹄
外
︑

則
有
﹃
黄
帝
魂
﹄
﹃
蘇
報
案
紀
事
﹄
﹃
訄
書
﹄
⁝
︵
中
略
︶
⁝
又
有
香
山
人
徐
敬
吾

者
︑
専
以
出
售
革
命
書
報
為
業
︒
﹂

⑧

馮
自
由
﹃
革
命
逸
史
﹄
初
集
・
革
命
初
期
之
宣
伝
品
︑
十
一
頁
︑
﹁
庚
子
以
後
︑

東
京
留
学
生
漸
濡
染
自
由
平
等
学
説
︑
鼓
吹
革
命
排
満
者
日
衆
︑
﹃
訳
書
彙
編
﹄

﹃
開
智
録
﹄
﹃
国
民
報
﹄
繽
紛
並
起
︑
﹃
湖
北
学
生
界
﹄
﹃
浙
江
潮
﹄
﹃
新
湖
南
﹄

﹃
江
蘇
﹄
各
月
刊
継
之
︑
由
是
留
学
界
有
志
者
与
興
中
会
領
袖
合
為
一
爐
︒
﹂

⑨

さ
ね
と
う
・
け
い
し
ゅ
う
﹃
中
国
人
日
本
留
学
史
﹄
︑
く
ろ
し
お
出
版
︑
一
九

六
〇
年
︑
一
五
頁
︒

⑩

尊
聞
閣
主
人
﹁
烈
皇
小
識
序
﹂
︑
﹃
明
季
稗
史
彙
編
﹄
︑
京
都
大
学
文
学
部
蔵
光

緒
十
三
年
排
印
本
︑
﹁
原
書
日
久
︑
残
欠
已
甚
︑
魯
魚
亥
豕
︑
所
在
多
有
︒
茲
特

重
加
排
印
︑
悉
心
校
勘
︑
仍
其
旧
為
二
十
七
巻
︒
﹂

⑪

葉
再
生
﹃
中
国
近
代
現
代
出
版
通
史
﹄
第
一
巻
︑
華
文
出
版
社
︑
二
〇
〇
二
年
︑

二
二
三
頁
︒
メ
ジ
ャ
ー
は
﹃
申
報
﹄
の
創
立
者
で
も
あ
る
︒

⑫

王
余
光
・
呉
永
貴
﹃
中
国
出
版
通
史
﹄
︑
中
国
書
籍
出
版
社
︑
二
〇
〇
八
年
︑

二
三
頁
︒

⑬

朱
希
祖
﹁
本
師
章
太
炎
先
生
口
授
少
年
事
跡
筆
記
﹂
︑
﹃
制
言
﹄
第
二
五
期
︑
一

九
三
六
年
︑
﹁
十
九
・
二
十
歳
時
得
﹃
明
季
稗
史
﹄
十
七
種
︑
排
満
思
想
始
盛
︒
﹂

章
氏
は
﹃
幸
存
録
﹄
と
﹃
続
幸
存
録
﹄
を
分
け
て
十
六
種
を
十
七
種
と
し
た
︒

⑭

周
作
人
﹃
知
堂
乙
酉
文
編
・
五
十
年
前
之
杭
州
府
獄
﹄
︑
河
北
教
育
出
版
社
︑

二
〇
〇
二
年
︑
八
二
頁
︒

⑮

梁
啓
超
﹃
清
代
学
術
概
論
﹄
︑
文
求
堂
︑
一
九
三
八
年
︑
一
四
〇
・
一
四
一
頁
︑

﹁
先
是
嗣
同
・
才
常
等
⁝
︵
中
略
︶
⁝
又
竊
印
﹃
明
夷
待
訪
録
﹄
﹃
揚
州
十
日
記
﹄

等
書
︑
加
以
案
語
︑
秘
密
分
布
︑
伝
播
革
命
思
想
︑
信
奉
者
日
衆
︒
﹂

第
四
章

日
本
留
学
生
と
﹃
十
日
記
﹄
の
改
編

留
学
生
が
日
本
に
来
て
か
ら
︑
﹃
十
日
記
﹄
を
読
ん
で
革
命
へ
と
心
を
傾

け
た
例
が
あ
る
︒
光
緒
二
十
八
年
︵
一
九
〇
二
︶
李
書
城
は
東
京
の
弘
文
書

院
に
在
籍
中
︑
湖
北
の
同
郷
の
先
輩
か
ら
﹃
十
日
記
﹄
﹃
嘉
定
屠
城
紀
略
﹄

等
を
読
む
よ
う
勧
め
ら
れ
︑
民
族
意
識
に
目
覚
め
た
と
い
う①
︒
黄
七
五
の
記

憶
に
よ
る
と
︑
光
緒
三
十
年
に
東
京
で
︑
広
東
籍
の
同
級
生
二
人
か
ら
﹃
十

日
記
﹄
﹃
嘉
定
屠
城
紀
略
﹄
各
一
冊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
せ
ら
れ
︑
こ
れ

を
読
ん
で
大
き
な
刺
激
を
う
け
た
と
い
う②
︒
留
学
生
中
の
革
命
家
が
東
京
で

﹃
十
日
記
﹄
を
反
満
革
命
の
宣
伝
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒

そ
し
て
留
学
生
は
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
︑
新
聞
と
雑
誌
に
掲
載
し
︑
そ
の

流
伝
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
︒
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東
京
の
留
学
生
系
雑
誌
は
政
治
色
が
濃
く
︑
ひ
そ
か
に
清
国
に
輸
出
さ
れ
︑

思
想
界
が
一
新
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
る③
︒
光
緒
二
十
九
年
︵
一
九
〇
三
︶
二

月
の
﹃
浙
江
潮
﹄
に
揚
州
十
日
が
言
及
さ
れ④
︑
六
月
の
﹃
漢
声
﹄
に
掲
載
さ

れ
た
戯
曲
﹁
揚
州
夢
﹂
に
は
﹃
十
日
記
﹄
の
一
段
が
使
わ
れ
て
い
る⑤
︒
同
年

五
月
︑
﹃
江
蘇
﹄
で
連
載
さ
れ
た
小
説
﹁
痛
定
痛
﹂
に
は
︑
﹁
揚
州
に
せ
よ
︑

江
陰
に
せ
よ
︑
嘉
定
に
せ
よ
︑
城
が
破
ら
れ
た
時
に
は
︑
一
人
残
さ
ず
殺
さ

れ
た
﹂
と
述
べ
る⑥
︒
同
年
第
六
期
に
︑
﹁
復
漢
種
者
﹂
が
書
い
た
﹁
新
国
史

略
﹂
に
は
﹁
揚
州
十
日
・
嘉
定
三
屠
︑
其
の
惨
酷
︑
人
道
無
き
な
り
︑
吾

今
に
至
り
て
之
を
懸
想
臆
度
す
れ
ば
︑
猶
お
魂

之
が
為
に
戦
き
︑
心

之
が

為
に
悸
る
﹂
と
し
︑
﹁
漢
児
﹂
が
書
い
た
﹁
為
民
族
流
血
史
可
法
伝
﹂
は
︑

満
州
人
の
前
に
跪
い
て
い
る
漢
民
族
に
対
し
て
﹁
猶
お
揚
州
を
記
す
い
な

や
﹂
と
問
い
か
け
て
い
る⑦
︒
﹁
痛
定
痛
﹂
続
第
三
期
に
は
︑
揚
州
十
日
で
は

少
な
く
と
も
二
三
百
万
人
が
殺
さ
れ
た
と
し
て
い
る⑧
︒
な
お
︑
光
緒
三
十
二

年
︑
﹃
民
報
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
﹁
獅
子
吼
﹂
に
は
﹃
十
日
記
﹄
の
﹁
堆

尸
貯
積
︑
手
足
相
枕
︑
血
入
水
︑
碧
赭
化
為
五
色
︑
Ø
為
之
平
﹂
﹁
或
父
呼

子
︑
或
夫
覔
妻
︑
呱
呱
之
声
︑
草
畔
溪
間
︑
比
比
皆
是
﹂
﹁
亦
有
闔
戸
焚
死

者
︒
由
数
口
至
百
口
︑
一
室
之
中
︑
正
不
知
積
骨
多
少
﹂
と
い
っ
た
フ
レ
ー

ズ⑨
が
見
え
る
が
︑
こ
れ
は
﹃
稗
史
﹄
本
系
統
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
い
る
︵
表

二
参
照
︶
︒

光
緒
二
十
九
年
︵
一
九
〇
三
︶
︑
﹃
江
蘇
﹄
第
六
期
に
﹃
陸
沈
叢
書
﹄
の
広

告
が
掲
載
さ
れ
た
︒
十
種
の
書
物
が
収
め
ら
れ
る
予
定
で
︑
﹃
建
州
女
真
考
﹄

﹃
十
日
記
﹄
﹃
嘉
定
屠
城
紀
略
﹄
﹃
忠
文
殉
節
記
﹄
の
四
種
が
ま
も
な
く
刊
行

さ
れ
る
こ
と
が
予
告
さ
れ
た
︒
そ
の
推
薦
の
辞
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒

某
君

亡
国
時
の
烈
士
・
士
大
夫
の
身
受
目
睹
の
著
述
を
集
め
︑
彙
め

て
一
編
と
為
す
︒
毎
種
の
首
に
絵
図
を
列
べ
︑
並
び
に
眉
批
を
加
え
︑

或
い
は
弁
駁
し
︑
或
い
は
引
証
し
て
考
據
し
︑
或
い
は
其
の
義
を
申
明

し
︑
或
い
は
其
の
惨
を
弔
唁
し
︑
語
と
し
て
国
民
の
心
を
感
発
し
︑
民

族
の
思
想
を
激
起
せ
ざ
る
は
無
く
︑
絵
図
尤
も
人
を
動
か
す
に
足
る⑩
︒

﹁
某
君
﹂
は
蘇
州
人
陳
去
病
で
あ
り
︑
光
緒
二
十
九
年
︵
一
九
〇
三
︶
二

月
に
日
本
に
留
学
し
︑
同
年
秋
に
帰
国
し
た⑪
︒
彼
は
同
盟
会
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
り
︑
南
社
の
創
立
者
と
し
て
名
高
い
︒
こ
の
推
薦
の
辞
に
は
︑
﹃
十
日
記
﹄

に
絵
図
や
正
文
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
こ
と
で
普
及
を
目
指
す
と
あ
る
︒

﹃
江
蘇
﹄
に
絵
図
題
詞
を
先
に
掲
載
し
︑
﹁
奇
冤
の
十
日
惨
を
嫌
う
休
か
れ
︑

九
世
今
に
於
い
て
縶
割
し
来
る⑫
﹂
と
述
べ
る
︒
朱
新
屋
に
よ
る
と
︑
﹁
九
世
﹂

と
は
順
治
か
ら
光
緒
に
至
る
九
代
の
こ
と
で
あ
り
︑
清
王
朝
が
終
わ
る
こ
と

を
暗
示
し
て
い
る
︒
章
太
炎
も
﹁
正
仇
満
論
﹂
で
︑
揚
州
・
嘉
定
の
恨
み
に

対
す
る
九
世
復
讐
を
主
張
し
て
い
る⑬
︒
し
か
し
︑
朱
氏
は
日
本
に
お
け
る
九

世
復
讐
論
を
め
ぐ
る
論
戦
に
は
触
れ
て
い
な
い
︒
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﹁
正
仇
満
論
﹂
の
初
出
は
光
緒
二
十
七
年
︵
一
九
〇
一
︶
横
浜
の
﹃
清
議

報
﹄
で
あ
り
︑
梁
啓
超
﹁
中
国
積
弱
溯
源
論
﹂
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る⑭
︒

翌
年
︑
梁
氏
は
横
浜
の
﹃
新
民
叢
報
﹄
で
﹁
或
る
者

動
も
す
れ
ば
揚
州
十

日
の
記
︑
両
王
入
粤
の
事
を
引
く
︒
皆
当
時
の
塗
毒
な
り
︒
九
世
の
仇
を
復

さ
ん
と
思
う
が
若
き
は
︑
此
れ
蓋
し
古
時
に
文
明
未
だ
開
か
ず
︑
敵
国
相
い

攻
め
る
の
常
な
り
﹂
と
章
氏
に
反
撃
し⑮
︑
九
世
復
讐
は
野
蛮
人
の
や
り
方
と

し
た
︒
一
方
︑
﹃
民
報
﹄
で
は
自
爆
の
暗
殺
者
で
あ
る
呉
樾
の
遺
書
を
掲
載

し
︑
梁
氏
の
こ
と
を
﹁
賊
を
認
め
て
父
と
作
す
と
雖
も
︑
亦
た
自
ら
を
知
ら

ざ
る
に
苦
し
む
︒
一
旦
夢
よ
り
醒
め
れ
ば
︑
究
に
逆
賊
を
殺
し
尽
く
し
て
九

世
の
仇
を
復
さ
ん
と
欲
せ
ざ
る
も
の
有
ら
ざ
る
な
り⑯
﹂
と
し
た
︒
こ
の
よ
う

に
︑
九
世
復
讐
論
は
保
皇
派
と
革
命
派
の
論
点
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

陳
去
病
の
﹃
十
日
記
﹄
絵
図
題
詞
で
九
世
に
言
及
し
た
の
は
︑
革
命
党
を
支

持
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒

筆
者
が
上
海
図
書
館
で
調
査
し
た
絵
図
加
批
本
に
は
刊
行
時
期
は
示
さ
れ

て
い
な
い
が
︑
光
緒
二
十
九
年
︵
一
九
〇
三
︶
第
八
期
の
﹃
江
蘇
﹄
に
は
︑

﹃
陸
沈
叢
書
﹄
初
集
四
種
が
東
京
留
学
生
会
館
と
江
西
省
城
︵
南
昌
︶
教
育

会
︑
上
海
国
学
社
・
鏡
今
書
局
・
教
育
館
︑
蘇
州
開
智
・
知
新
・
文
瑞
楼
等

書
房
で
委
託
販
売
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
お
り
︑
そ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る⑰
︒
史
料
二
と
史
料
三
が
言
及
す
る
﹃
十
日
記
﹄
は
絵

図
加
批
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒
﹁
絵
図
﹂
は
一
点
の
み
で
︑
満
洲
兵
が
漢

族
の
平
民
を
虐
殺
し
て
い
る
姿
が
中
央
に
配
さ
れ
︑
右
上
と
左
下
に
は
破
壊

さ
れ
た
揚
州
の
町
と
死
体
が
描
か
れ
︑
中
に
は
白
骨
化
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
︒
ま
た
︑
加
批
は
全
二
十
九
箇
所
あ
る
︒
い
く
つ
か
例
を
示
そ
う
︒

﹁
牛
羊
を
駆
る
か
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
一
言
を
見
る
と
︑
満
清
が
漢

人
を
賎
視
し
て
き
た
の
は
入
関
の
時
点
か
ら
そ
う
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

吾
が
漢
族
は
神
聖
の
裔
な
の
に
東
夷
に
制
せ
ら
れ
た
︒
﹂

﹁
満
清
が
異
族
と
し
て
中
国
に
入
り
︑
犬
羊
の
群
を
率
い
て
︑
凶
残
淫

殺
の
虐
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
の
は
︑
胡
元
の
漢
人
に
対
す
る
虐
待
を

越
え
て
い
る
︒
﹂

﹁
我
が
族
類
で
な
け
れ
ば
︑
其
の
心
も
必
ず
異
な
る
︒
ま
し
て
や
︑
満

夷
は
禽
獣
の
ふ
る
ま
い
︑
豺
狼
の
ご
と
き
心
で
︑
牙
を
磨
き
︑
血
を
吮

り
︑
漢
人
を
呑
噬
し
た
の
で
あ
る
︒
異
族
と
し
て
中
華
を
乱
し
︑
さ
ら

に
賎
族
の
分
際
で
貴
種
を
乱
し
た
︒
満
夷
の
逆
は
神
人
共
に
憤
る
と
こ

ろ
で
あ
り
︑
淫
虐
の
一
端
と
い
っ
て
済
む
こ
と
で
は
な
い⑱
︒
﹂

﹃
陸
沈
叢
書
﹄
初
集
が
出
版
さ
れ
た
同
年
の
十
二
月
に
︑
留
日
経
験
が
あ

っ
た
林
獬
が
上
海
共
同
租
界
の
新
閘
新
馬
路
で
﹃
中
国
白
話
報
﹄
を
発
刊
し

た
︒
こ
れ
は
白
話
文
に
よ
る
啓
蒙
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る⑲
︒
光
緒
二
十
九
年

︵
一
九
〇
三
︶
六
月
の
第
十
七
期
か
ら
﹃
十
日
記
﹄
の
連
載
が
始
ま
っ
た
︒
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編
集
部
は
︑
白
話
訳
稿
を
銭
Ø
の
陳
軒
裔
先
生
が
寄
せ
た
と
し
︑
﹁
皆
さ
ん

は
こ
の
日
記
を
読
め
ば
︑
必
ず
切
歯
扼
腕
し
て
満
州
人
を
恨
み
︑
こ
の
九
世

の
不
俱
戴
天
の
大
仇
に
報
い
よ
う
と
思
う
だ
ろ
う⑳
﹂
と
述
べ
る
︒
こ
こ
に
も

﹁
九
世
﹂
が
見
え
る
︒
し
か
し
︑
﹃
中
国
白
話
報
﹄
の
停
刊
と
と
も
に
白
話

本
﹃
十
日
記
﹄
の
連
載
も
終
わ
っ
た
︒

最
後
に
絵
図
加
批
本
・
白
話
本
の
祖
本
を
検
討
す
る
︒
表
二
に
示
し
た
と

お
り
︑
絵
図
加
批
本
︵
﹃
陸
沈
叢
書
﹄
所
収
︶
の
祖
本
は
﹃
稗
史
﹄
系
の
テ

キ
ス
ト
に
間
違
い
な
い
︒
白
話
本
に
つ
い
て
も
︑
四
月
廿
五
日
﹁
我
想
大
事

已
去
︑
無
法
可
施
︑
只
得
順
従
衆
人
的
意
思㉑
﹂
︑
四
月
廿
八
日
﹁
他
才
放
了

我
︑
口
内
還
説
道
﹃
便
宜
了
你
的
老
婆㉒
﹄
﹂
︑
五
月
初
二
日
﹁
所
有
自
己
投
河

吊
死
餓
死
的
還
不
在
内
︑
被
擄
去
的
也
不
在
内㉓
﹂
等
を
表
二
と
照
ら
し
合
わ

せ
れ
ば
︑
﹃
稗
史
﹄
本
を
白
話
に
し
た
も
の
と
分
か
る
︒

留
学
生
が
﹃
十
日
記
﹄
等
を
用
い
て
革
命
を
鼓
吹
し
た
の
は
︑
庚
子
事
変

以
降
︑
と
く
に
光
緒
二
十
九
年
前
後
の
こ
と
で
あ
る
︒
留
学
生
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
た
﹃
十
日
記
﹄
の
段
片
と
絵
図
加
批
本
・
白
話
本
の
祖
本
は
い
ず
れ
も

﹃
稗
史
﹄
本
で
あ
る
︒
九
世
復
讐
論
を
代
表
と
す
る
反
満
主
義
は
横
浜
の

﹃
清
議
報
﹄
﹃
新
民
叢
報
﹄
と
東
京
の
﹃
江
蘇
﹄
﹃
民
報
﹄
に
お
け
る
論
戦
か

ら
広
が
り
︑
留
学
生
の
手
を
介
し
て
︑
上
海
の
﹃
陸
沈
叢
書
﹄
﹃
中
国
白
話

報
﹄
に
よ
り
一
般
に
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

①

李
書
城
﹁
辛
亥
革
命
前
後
黄
克
強
先
生
的
革
命
活
動
﹂
︑
﹃
辛
亥
革
命
記
憶
録
﹄

第
一
集
︑
中
華
書
局
︑
一
九
六
一
年
︑
一
八
〇
頁
︑
﹁
我
們
与
湖
北
早
先
派
出
的

学
生
戢
翼
翬
・
劉
成
禺
・
程
家
檉
等
接
触
後
⁝
︵
中
略
︶
⁝
他
們
並
介
紹
我
們
閲

読
一
些
書
籍
︑
如
﹃
嘉
定
屠
城
記
﹄
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
及
黄
梨
洲
・
顧
亭
林
・
王

夫
之
等
明
末
清
初
諸
大
儒
的
著
作
︑
遂
激
発
起
我
們
的
民
族
感
情
︒
﹂

②

黄
七
五
﹁
重
提
旧
事
話
当
年
﹂
︑
﹃
新
華
日
報
﹄
︑
一
九
五
六
年
十
一
月
十
六
日
︑

﹁
有
一
天
︑
広
東
同
学
李
勤
・
何
汝
麟
前
来
看
我
︑
手
中
拿
著
両
本
小
冊
子
︑
一

本
是
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
︑
一
本
是
﹃
嘉
定
屠
城
紀
略
﹄
︒
不
知
他
們
是
有
意
無
意
︑

臨
去
時
没
有
把
書
帯
走
︒
我
在
他
們
走
後
︑
就
翻
開
来
看
了
︒
那
知
不
看
也
罷
︑

看
了
之
後
︑
簡
直
無
法
寧
静
︑
大
有
﹃
此
仇
不
報
枉
為
人
﹄
的
動
機
和
憤
慨
︒
﹂

③

黄
福
慶
﹃
清
末
留
日
学
生
﹄
︑
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
︑
一
九
七
五
年
︑

一
八
八

一
九
六
頁
︒

④

﹃
浙
江
潮
﹄
第
二
期
︑
一
九
〇
三
年
︑
一
六
七
頁
︒

⑤

﹃
漢
声
﹄
第
六
期
︑
一
九
〇
三
年
︑
九
七

一
〇
三
頁
︒

⑥

﹃
江
蘇
﹄
第
三
期
︑
一
九
〇
三
年
︑
一
二
四
・
一
二
五
頁
︑
﹁
如
揚
州
︑
如
江
陰
︑

如
嘉
定
︑
城
破
的
時
候
︑
無
不
被
殺
一
空
︒
﹂

⑦

﹃
江
蘇
﹄
第
六
期
︑
一
九
〇
三
年
︑
五
四
・
七
二
頁
︑
﹁
揚
州
十
日
・
嘉
定
三
屠
︑

其
惨
酷
無
人
道
︑
吾
至
今
懸
想
臆
度
之
︑
猶
魂
為
之
戦
︑
心
為
之
悸
﹂
・
﹁
爾
含
垢

忍
恥
︑
屈
膝
於
満
人
之
下
︑
其
猶
記
揚
州
否
︒
﹂

⑧

﹃
江
蘇
﹄
第
六
期
︑
一
一
一
頁
︑
﹁
揚
州
城
破
了
以
後
︑
被
賊
韃
子
殺
了
十
日
︑

城
中
原
有
的
居
民
︑
連
外
府
外
県
避
難
入
城
的
︑
不
下
二
三
百
万
︑
殺
得
一
箇
乾

乾
浄
浄
︒
﹂

⑨

﹃
民
報
﹄
第
四
号
︑
一
九
〇
六
年
︑
一
四
一

一
四
四
頁
︒

⑩

﹃
江
蘇
﹄
第
六
期
︑
一
九
〇
三
年
︑
二
二
と
二
三
頁
の
間
︑
﹁
某
君
集
亡
国
時
烈

士
・
士
大
夫
身
受
目
睹
之
著
述
︑
彙
為
一
編
︒
毎
種
首
列
絵
図
︑
並
加
眉
批
︑
或

弁
駁
︑
或
引
証
考
據
︑
或
申
明
其
義
︑
或
弔
唁
其
惨
︑
無
語
不
感
発
国
民
之
心
︑

激
起
民
族
之
思
想
︑
絵
図
尤
足
動
人
︒
﹂

⑪

﹃
陳
去
病
年
譜
﹄
︑
張
夷
主
編
﹃
陳
去
病
年
譜
﹄
第
六
冊
︑
上
海
古
籍
出
版
社
︑

『揚州十日記』の清末・民国期における受容（尹）
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二
〇
〇
九
年
︑
三
一

四
〇
頁
︒

⑫

﹃
江
蘇
﹄
第
六
期
︑
一
九
〇
三
年
︑
一
四
一
頁
︑
﹁
板
蕩
蕪
城
劇
可
哀
︑
蒸
黎
百

万
尽
成
灰
︒
奇
冤
十
日
休
嫌
惨
︑
九
世
於
今
縶
割
来
︒
﹂

⑬

朱
新
屋
﹁
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
与
辛
亥
革
命

一
個
書
籍
史
和
閲
読
史
的
分
析
﹂
︑

五
七
頁
︒

⑭

小
林
武
﹁
章
炳
麟
﹃
訄
書
﹄
と
明
治
思
潮

西
洋
近
代
思
想
と
の
関
連
で

﹂
︑
﹃
日
本
中
国
学
会
報
﹄
第
五
五
集
︑
二
〇
〇
三
年
︑
二
〇
四
頁
︒

⑮

﹃
新
民
叢
報
﹄
第
一
六
号
・
飲
冰
室
師
友
論
学
牋
︑
一
九
〇
二
年
︑
六
七
頁
︑

﹁
或
者
動
引
揚
州
十
日
之
記
︑
両
王
入
粤
之
事
︑
皆
当
時
之
塗
毒
︒
若
思
復
九
世

之
仇
者
︑
此
蓋
古
時
文
明
未
開
︑
敵
国
相
攻
之
常
︒
﹂

⑯

﹃
民
報
﹄
臨
時
増
刊
・
呉
樾
遺
書
︑
一
九
〇
七
年
︑
二
頁
﹁
雖
認
賊
作
父
︑
亦

苦
于
不
自
知
︒
一
旦
夢
醒
︑
究
未
有
不
欲
殺
尽
逆
賊
︑
而
復
九
世
之
仇
也
︒
﹂

⑰

﹃
江
蘇
﹄
第
八
期
︑
一
九
〇
三
年
︑
十
八
と
十
九
頁
の
間
︒

⑱

﹃
揚
州
十
日
記
﹄
︑
﹃
陸
沈
叢
書
﹄
︑
上
海
図
書
館
蔵
光
緒
二
十
九
年
石
印
本
︑

﹁
吾
観
如
駆
牛
羊
一
言
︑
而
知
満
清
賎
視
漢
人
︑
自
入
関
之
初
已
然
矣
︒
吾
漢
族

以
神
聖
之
裔
︑
乃
見
制
東
夷
︒
﹂
︵
四
頁
︶
﹁
若
満
清
以
異
族
入
中
国
︑
率
犬
羊
之

群
︑
R
其
凶
残
淫
殺
之
虐
︑
以
視
胡
元
之
虐
︑
遇
漢
人
有
過
之
無
不
及
︒
﹂
︵
七

頁
︶
﹁
蓋
非
我
族
類
︑
其
心
必
異
︒
況
満
夷
以
禽
獣
之
行
︑
豺
狼
其
心
︑
磨
牙
吮

血
︑
以
呑
噬
漢
人
耶
︒
既
以
異
族
乱
中
華
︑
復
以
賎
族
乱
貴
種
︒
満
夷
之
逆
︑
神

人
共
憤
矣
︑
豈
僅
淫
虐
之
一
端
哉
︒
﹂
︵
九
・
十
頁
︶

⑲

趙
林
﹁
晚
清
啓
蒙
運
動
的
媒
介
鏡
像
与
認
同
困
境

従
﹃
杭
州
白
話
報
﹄
到

﹃
中
国
白
話
報
﹄
﹂
︑
﹃
中
国
現
代
文
学
叢
刊
﹄
二
〇
一
三
年
第
二
期
︑
一
七
三

一
八
五
頁
︒

⑳

﹃
中
国
白
話
報
﹄
第
十
七
期
・
来
稿
︑
一
九
〇
四
年
︑
四
〇
・
四
一
頁
︑
﹁
我
想

列
位
看
了
這
部
日
記
︑
必
定
咬
牙
切
歯
痛
恨
満
州
人
︑
想
報
這
九
世
不
共
戴
天
的

大
仇
︒
﹂

㉑

﹃
中
国
白
話
報
﹄
第
十
八
期
・
来
稿
︑
四
一
頁
︒

㉒

﹃
中
国
白
話
報
﹄
第
二
十
期
・
来
稿
︑
三
六
頁
︒

㉓

﹃
中
国
白
話
報
﹄
第
二
十
一
二
三
四
期
・
来
稿
︑
一
〇
三
頁
︒

第
五
章

辛
亥
革
命
後
の
変
化

辛
亥
革
命
が
成
功
し
て
か
ら
︑
﹃
十
日
記
﹄
の
人
気
は
落
ち
た
︒
民
国
初

年
に
北
京
で
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
周
予
同
に
よ
れ
ば
︑
若
者
た
ち
は

﹃
十
日
記
﹄
等
の
か
わ
り
に
︑
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
等
無
政
府
主

義
者
の
著
作
を
愛
読
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う①
︒
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九

三
四
年
に
か
け
て
︑
陳
恒
和
は
﹃
揚
州
叢
刻
﹄
を
出
版
し
︑
そ
の
第
七
種
が

﹃
十
日
記
﹄
で
あ
る
︵
表
二
に
示
し
た
よ
う
に
﹃
稗
史
﹄
本
を
底
本
と
し
て

い
る
︶
が
︑
伝
統
的
な
木
版
印
刷
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
﹃
揚
州
叢
刻
﹄
は
︑

そ
の
印
刷
量
も
多
く
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
︒

一
九
三
六
年
︑
上
海
共
同
租
界
の
河
南
路
に
あ
っ
た
神
州
国
光
社②
は
﹃
中

国
内
乱
外
禍
歴
史
叢
書
﹄
を
出
版
し
︑
﹃
十
日
記
﹄
を
収
録
し
た
︒
神
州
国

光
社
は
光
緒
末
年
に
鄧
実
・
黄
節
等
の
革
命
党
が
創
立
し
︑
多
く
の
反
清
書

籍
を
出
版
し
た
︒
神
州
本
﹃
十
日
記
﹄
の
巻
末
に
編
纂
者
﹁
剣
心
﹂
は
次
の

よ
う
に
記
し
た
︒

旧
鈔
本
に
澄
江
の
趙
曦
明
の
跋
有
り
て
云
う
︑
﹁
﹃
十
日
記
﹄
は
乃
ち
揚

人
身
ら
親
歴
す
る
所
の
事
に
し
て
︑
其
の
洗
城
と
誤
伝
せ
る
一
段
を
観
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れ
ば
︑
則
ち
尚
お
洗
城
に
あ
ら
ざ
る
な
り
︑
而
る
に
惨
烈
已
に
此
く
の

如
し
！
彼
の
太
平
の
世
に
生
ま
れ
︑
而
る
に
生
成
の
徳
を
感
じ
る
を
知

ら
ざ
る
者
は
︑
豈
に
復
た
人
心
有
ら
ん
？
﹂
と
︒

書
中
の
簡
浄
処
・
詳
悉
処
頗
る
刊
本
に
勝
れ
る
者
有
り
︑
是
れ
趙
氏
の

改
定
せ
る
所
な
る
や
否
や
を
知
ら
ず
︒
今
據
り
て
改
め
て
以
て
流
伝
を

広
む
︒
鈔
本
の
後
跋
無
く
︑
尊
聞
閣
刊
本
に
亦
た
之
れ
無
き
に
苦
し
み
︑

別
に
旧
刊
本
に
據
り
て
録
入
す③
︒

趙
曦
明
︵
一
七
〇
四

一
七
八
七
︶
︑
字
は
敬
夫
︑
常
州
府
江
陰
県
人
で

あ
る
︒
松
枝
氏
は
︑
趙
曦
明
の
跋
が
疑
わ
し
く
︑
神
州
本
は
大
筋
に
お
い
て

﹃
稗
史
﹄
本
と
同
じ
も
の
で
あ
り
︑
さ
ら
に
加
筆
が
あ
る
と
指
摘
し
た
も
の

の
︑
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
い
な
い④
︒
確
か
に
︑
﹁
剣
心
﹂
は
趙
曦
明
跋
本

の
来
源
・
所
蔵
地
等
を
述
べ
て
お
ら
ず
︑
底
本
が
実
際
に
存
在
し
た
と
い
う

確
証
は
な
い
︒
し
か
も
︑
神
州
本
は
﹃
稗
史
﹄
本
よ
り
記
述
が
詳
細
な
と
こ

ろ
が
多
い
︒
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
よ
う
︒

︵
一
︶
﹃
稗
史
﹄
四
月
廿
七
日
条
で
は
﹁
敵
兵
入
城
無
疑
矣
﹂
と
﹁
而
大

兵
入
城
之
語
﹂
﹁
大
兵
殺
人
声
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
﹁
敵
兵
﹂
﹁
大
兵
﹂

を
混
用
し
て
い
る
が
︑
神
州
本
で
は
す
べ
て
﹁
敵
兵
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒

︵
二
︶
﹃
稗
史
﹄
四
月
廿
七
日
条
﹁
至
午
後
︑
積
尸
如
山
︑
殺
掠
更
甚
︒

幸
至
晚
︑
予
等
逡
巡
走
出
﹂
を
︑
神
州
本
は
﹁
日
向
午
︑
殺
掠
愈
甚
︑

積
尸
愈
多
︑
耳
所
難
聞
︑
目
不
忍
睹
︑
婦
乃
悔
疇
昔
之
夜
︑
誤
予
言
未

死
也
︒
然
幸
獲
至
夕
︑
予
等
逡
巡
走
出
﹂
と
す
る
︒

︵
三
︶
﹃
稗
史
﹄
四
月
廿
八
日
﹁
破
櫃
劫
嫗
去
︑
捶
撃
百
端
︑
卒
不
供
出

一
人
︑
予
甚
徳
之
﹂
を
︑
神
州
本
は
﹁
破
櫃
劫
嫗
去
︑
捶
撃
百
端
︑
卒

不
供
出
一
人
︑
予
甚
徳
之
︒
後
仲
兄
産
百
金
︑
予
所
留
余
亦
数
十
金
︑

並
付
嫗
︑
感
此
也
﹂
と
す
る
︒

︵
四
︶
﹃
稗
史
﹄
本
五
月
初
一
日
﹁
忽
見
一
人
︑
紅
衣
佩
剣
︑
満
帽
皂
靴
︑

年
不
及
三
十
︑
姿
容
俊
爽
︒
随
従
一
人
︑
衣
黄
背
甲
︑
貌
亦
魁
梧
︒
後

有
揚
州
数
人
跟
随
︒
红
衣
人
熟
視
予
曰
：
﹃
視
爾
非
若
儔
輩
中
︑
実
言

何
等
人
︒
﹄
予
念
時
有
以
措
大
而
獲
免
者
︑
有
以
措
大
而
立
斃
者
︑
不

敢
吐
実
︑
飾
詞
以
告
︒
復
指
諸
婦
子
問
是
誰
︑
具
告
以
実
︒
红
衣
人

曰
：
﹃
明
日
王
爺
下
令
封
刀
︑
汝
等
得
生
矣
︒
﹄
命
随
人
付
衣
幾
件
︑
又

金
一
錠
︑
問
：
﹃
汝
等
幾
日
不
食
？
﹄
予
答
以
五
日
矣
︒
命
：
﹃
跟
我

来
︒
﹄
予
与
婦
且
信
且
疑
︑
不
敢
不
行
︒
至
一
宅
︑
所
蓄
甚
富
︑
魚
米

充
盈
︑
向
一
婦
人
曰
：
﹃
你
好
好
待
此
四
人
︒
﹄
与
予
別
去
﹂
を
︑
神
州

本
は
﹁
忽
見
一
人
︑
紅
衣
佩
剣
︑
満
帽
皂
靴
︑
年
不
及
三
十
︑
姿
容
俊

爽
︒
随
従
一
人
︑
衣
黄
背
甲
︑
貌
亦
魁
梧
︒
後
有
数
南
人
負
重
追
随
︒

红
衣
者
熟
視
予
︑
指
而
問
曰
：
﹃
視
予
︑
爾
非
若
儔
輩
︑
実
言
何
等

人
︒
﹄
予
念
時
有
以
措
大
而
獲
全
者
︑
亦
有
以
措
大
而
立
斃
者
︑
不
敢
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不
以
実
告
︒
紅
衣
者
遂
大
笑
謂
黃
衣
者
曰
：
﹃
汝
服
否
？
吾
固
知
此
蛮

子
非
常
等
人
也
︒
﹄
復
指
洪
嫗
及
予
問
為
誰
︑
具
告
之
︒
红
衣
者
曰
：

﹃
明
日
王
爺
下
令
封
刀
︑
汝
等
得
生
矣
︒
幸
勿
自
斃
︒
﹄
命
随
人
付
衣

幾
件
︑
金
一
錠
︑
問
：
﹃
汝
等
幾
日
不
食
？
﹄
予
答
以
五
日
︑
則
曰
：

﹃
随
我
来
︒
﹄
予
与
婦
且
行
且
疑
︑
又
不
敢
不
行
︒
行
至
一
宅
︑
室
雖

小
而
貲
蓄
甚
富
︑
魚
米
充
牣
︑
中
一
老
嫗
︑
一
子
方
十
二
三
歲
︑
見
衆

至
︑
駭
甚
︑
哀
号
触
地
︒
紅
衣
者
曰
：
﹃
予
貸
汝
命
︑
汝
為
我
待
此
四

人
者
︑
否
則
殺
汝
︒
汝
此
子
当
付
我
去
︒
﹄
遂
挈
其
子
︑
与
予
作
別
而

去
﹂
と
す
る
︒

︵
一
︶
に
つ
い
て
︑
家
族
の
半
分
を
殺
さ
れ
た
王
秀
楚
が
清
軍
を
﹁
敵

兵
﹂
と
呼
ぶ
の
は
納
得
で
き
る⑤
︒
お
そ
ら
く
︑
原
稿
が
﹁
敵
兵
﹂
と
し
て
い

た
の
を
︑
転
写
者
が
﹁
大
兵
﹂
に
改
竄
し
た
も
の
の
徹
底
で
き
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
︒
︵
二
︶
に
つ
い
て
は
︑
四
月
廿
六
日
条
の
末
の
﹁
婦
欲
覓
死
︑
予

竟
夜
与
語
︑
不
得
閑
﹂
︑
即
ち
王
秀
楚
の
妻
が
自
殺
し
よ
う
と
し
た
が
︑
王

秀
楚
の
勧
説
の
た
め
に
結
局
諦
め
た
と
い
う
経
緯
に
合
う
︒
︵
三
︶
に
つ
い

て
は
︑
神
州
本
か
ら
︑
王
秀
楚
と
彼
の
仲
兄
が
家
族
の
命
を
救
っ
た
洪
嫗
に

大
金
を
出
し
て
謝
意
を
表
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
︵
四
︶
の
﹁
紅
衣
人
﹂
と

呼
ば
れ
る
清
軍
将
領
は
︑
神
州
本
で
は
王
秀
楚
と
そ
の
家
族
に
食
べ
さ
せ
な

け
れ
ば
殺
す
と
老
嫗
を
脅
し
︑
強
引
に
そ
の
子
を
奪
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
︑
征
服
者
の
威
圧
性
が
よ
り
前
面
に
出
て
い
る
︒
王
秀
楚
の
こ
と
を

﹁
蛮
子
﹂
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
含
め
て
︑
描
写
が
生
動
し
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
︒

﹃
中
国
内
乱
外
禍
歴
史
叢
書
﹄
の
﹁
内
乱
外
禍
﹂
に
は
︑
当
時
の
国
共
内

戦
と
日
本
の
進
出
が
意
識
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
︒
そ
の
出
版
予
告
に
よ
る
と
︑

﹁
国
難
が
日
び
亟
る
の
に
鑑
み
て
︑
時
代
の
需
求
に
応
じ
る
た
め
に⑥
﹂
出
版

す
る
と
あ
る
︒
一
九
三
五
年
に
華
北
分
離
工
作
が
起
こ
り
︑
日
本
の
勢
力
圏

下
に
置
か
れ
た
察
哈
爾
省
の
張
家
口
で
発
行
さ
れ
た
﹃
察
省
国
民
新
報
﹄
に

﹁
読
︿
揚
州
十
日
記
﹀
後
﹂
が
掲
載
さ
れ
︑
国
民
に
﹁
早
く
目
覚
め
よ
︑
こ

の
四
面
楚
歌
の
環
境
を
見
れ
ば
︑
恥
ず
か
し
げ
も
な
く
自
己
の
利
益
を
求
め

て
い
る
場
合
で
は
な
く
︑
自
己
を
整
頓
し
︑
精
神
を
展
開
し
︑
亡
国
の
悲
劇

を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
！⑦
﹂
と
呼
び
か
け
た
︒
一
九
四

〇
年
に
杭
州
で
刊
行
さ
れ
た
﹃
戰
時
中
学
生
﹄
に
も
﹃
十
日
記
﹄
原
文
の
断

片
︵
祖
本
不
明
︶
を
載
せ
︑
そ
の
附
語
に
は
︑

揚
州
の
民
衆
で
殺
さ
れ
た
の
は
八
十
余
万
で
あ
り
︑
す
べ
て
自
ら
首
を

差
し
伸
べ
て
殺
さ
れ
る
ま
ま
に
な
り
︑
少
し
も
抵
抗
し
な
か
っ
た
︒
も

し
も
日
ご
ろ
か
ら
少
し
で
も
組
織
が
あ
れ
ば
︑
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

状
況
に
至
ろ
う
か
︒
こ
こ
か
ら
も
︑
民
衆
の
組
織
︑
民
衆
の
武
力
の
重

要
さ
が
わ
か
る⑧
︒
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と
あ
る
︒
辛
亥
革
命
の
後
﹃
十
日
記
﹄
の
人
気
は
下
火
に
な
っ
た
が
︑
一
九

三
〇
年
代
後
半
に
人
気
が
再
燃
し
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
例
は
ほ
か
に

も
あ
っ
た
︒
例
え
ば
︑
一
九
三
七
年
以
降
︑
乾
隆
禁
書
の
作
者
で
あ
る
夏
允

彝
・
完
淳
の
父
子
の
抗
清
事
跡
も
中
国
の
新
聞
・
雑
誌
に
繰
り
返
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
︒
当
時
の
中
国
知
識
人
は
現
実
と
明
末
清
初
の
歴
史
を
関
連
づ

け
て
い
た
の
で
あ
る⑨
︒

①

周
予
同
﹁
過
去
了
的
﹃
五
四
﹄
﹂
︑
﹃
中
学
生
﹄
第
五
号
︑
一
九
三
〇
年
︑
三
頁
︑

﹁
青
年
們
在
辛
亥
革
命
之
後
︑
不
看
﹃
揚
州
十
日
記
﹄
等
小
冊
子
︑
而
看
克
洛
泡

特
金
︑
托
爾
斯
泰
的
著
作
︒
﹂

②

﹁
1935
年
上
海
市
書
店
調
査
﹂
︑
汪
ï
華
編
﹃
上
海
書
業
名
録
︵
1906-2010
︶
﹄
︑

上
海
書
店
︑
二
〇
一
一
年
︑
三
四
頁
︒

③

﹃
揚
州
十
日
記
﹄
︑
神
州
国
光
社
︑
一
九
三
六
年
︑
二
四
五
頁
︑
﹁
旧
鈔
本
有
澄

江
趙
曦
明
跋
云
：
﹃
︽
十
日
記
︾
乃
揚
人
身
所
親
歴
之
事
︑
観
其
誤
伝
洗
城
一
段
︑

則
尚
非
洗
城
也
︑
而
惨
烈
已
如
此
矣
！
彼
生
太
平
之
世
︑
而
不
知
感
生
成
之
徳
者
︑

豈
復
有
人
心
哉
？
﹄
書
中
簡
浄
処
・
詳
悉
処
︑
頗
有
勝
刊
本
者
︑
不
知
是
趙
氏
所

改
定
否
？
今
據
改
以
広
流
伝
︒
苦
鈔
本
無
後
跋
︑
尊
聞
閣
刊
本
亦
無
之
︑
別
據
旧

刊
本
録
入
焉
︒
﹂

④

松
枝
茂
夫
訳
﹃
蜀
碧
・
嘉
定
屠
城
紀
略
・
揚
州
十
日
記
﹄
︑
二
四
〇
頁
︒

⑤

﹁
大
兵
﹂
は
清
側
に
立
っ
た
言
い
方
で
あ
る
︒
謝
貴
安
は
︑
屈
大
均
等
遺
民
の

著
作
の
原
稿
で
は
清
兵
を
﹁
大
兵
﹂
と
言
わ
ず
︑
そ
れ
が
﹁
大
兵
﹂
と
さ
れ
た
の

は
後
人
の
改
竄
で
あ
る
と
指
摘
す
る
︒
︵
﹁
﹃
安
龍
逸
史
﹄
考
論
﹂
︑
﹃
史
学
史
研
究
﹄

二
〇
一
六
年
第
三
期
︑
二
一
・
二
二
頁
︶

⑥

﹃
図
書
展
望
﹄
第
一
巻
第
八
期
︑
一
九
三
六
年
︑
七
三
頁
︑
﹁
鑑
於
国
難
日
亟
︑

為
応
時
代
需
求
︑
最
近
程
演
生
・
李
季
・
王
独
清
等
三
人
主
編
﹃
中
国
内
乱
外
患

﹇
禍
﹈
歴
史
叢
書
﹄
一
種
︒
﹂

⑦

﹃
察
省
国
民
新
報
﹄
︑
一
九
三
六
年
九
月
二
十
三
日
︑
四
版
︑
﹁
趕
快
清
醒
︑
看

看
這
四
面
楚
歌
的
環
境
︑
不
要
再
営
営
苟
苟
︑
応
当
整
頓
自
己
︑
展
開
精
神
︑
免

得
再
演
亡
国
的
悲
劇
！
﹂

⑧

﹃
戦
時
中
学
生
﹄
第
二
巻
第
一
期
︑
一
九
四
〇
年
︑
一
四
五
頁
︑
﹁
揚
州
民
衆
之

被
屠
殺
者
共
八
十
余
万
口
︑
皆
伸
頸
就
戮
︑
毫
無
抵
抗
︒
使
平
日
稍
有
組
織
︑
何

至
於
此
︒
従
此
也
更
可
見
民
衆
組
織
︑
民
衆
武
力
之
重
要
︒
﹂

⑨

孫
ý
敏
﹁
書
写
忠
烈
：
明
末
夏
允
彝
・
夏
完
淳
父
子
殉
節
故
事
的
形
成
与
流

伝
﹂
︑
﹃
台
大
歴
史
学
報
﹄
第
二
六
期
︑
二
〇
〇
〇
年
︑
二
九
九
頁
︒

お

わ

り

に

本
稿
で
は
︑
中
国
に
お
け
る
﹃
十
日
記
﹄
の
流
伝
・
出
版
を
乾
隆
年
間
か

ら
中
日
戦
争
期
ま
で
見
て
き
た
︒
最
後
に
そ
の
全
体
像
を
確
認
し
て
お
く
︒

﹃
十
日
記
﹄
の
成
立
時
期
は
不
明
だ
が
︑
写
本
の
形
で
ひ
そ
か
に
流
布
し

た
︒
乾
隆
四
十
五
年
︵
一
七
八
〇
︶
に
禁
燬
さ
れ
た
時
︑
﹁
無
書
人
姓
名
﹂

あ
る
い
は
﹁
不
知
何
人
所
撰
﹂
と
登
録
さ
れ
︑
作
者
が
王
秀
楚
で
あ
る
か
ど

う
か
判
断
で
き
な
い
︒
清
代
の
文
字
獄
と
禁
書
の
圧
力
の
影
響
下
︑
そ
の
テ

キ
ス
ト
は
保
存
者
・
抄
写
者
に
よ
っ
て
改
竄
さ
れ
つ
つ
多
く
の
明
末
史
料
叢

書
に
収
録
さ
れ
︑
道
光
年
間
に
至
っ
て
は
じ
め
て
書
肆
か
ら
木
活
字
本
を
以

て
﹃
稗
史
﹄
と
﹃
逸
史
﹄
の
一
部
と
し
て
出
版
さ
れ
た
︒

﹃
十
日
記
﹄
は
日
本
に
も
舶
載
さ
れ
︑
清
国
と
日
本
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

写
本
か
ら
刊
本
へ
と
い
う
変
化
過
程
を
た
ど
っ
た
が
︑
そ
の
経
緯
は
相
違
し

『揚州十日記』の清末・民国期における受容（尹）

55 (339)



て
い
る
︒
日
本
の
場
合
ほ
ぼ
単
線
的
な
進
化
で
あ
り
︑
現
存
す
る
﹃
八
家

集
﹄
諸
写
本
は
同
じ
底
本
か
ら
出
て
お
り
︑
自
修
館
本
も
そ
の
系
統
に
属
す

る
︒
清
国
の
状
況
は
比
較
的
複
雑
で
あ
っ
た
︒
︵
甲
︶
﹃
八
家
集
﹄
本
・
﹃
明

末
十
家
集
﹄
本
・
﹃
明
季
十
二
家
集
﹄
本
・
﹃
明
季
野
史
﹄
本
の
系
統
︵
日
本

の
﹃
八
家
集
﹄
諸
写
本
・
刊
本
と
同
じ
種
類
に
属
し
て
い
る
︶
︑
︵
乙
︶
﹃
逸

史
﹄
本
の
系
統
︑
︵
丙
︶
﹃
稗
史
﹄
本
の
系
統
︑
︵
丁
︶
神
州
国
光
社
鉛
印
本

の
四
種
が
あ
る
が
︑
道
光
年
間
以
降
に
優
勢
で
あ
っ
た
の
は
︵
丙
︶
で
あ
る
︒

光
緒
十
三
年
と
二
十
二
年
に
︑
上
海
租
界
に
あ
っ
た
図
書
集
成
印
書
局
は
二

度
﹃
稗
史
﹄
を
鉛
印
し
︑
﹃
十
日
記
﹄
の
入
手
を
容
易
に
し
た
︒
さ
ら
に
︑

辛
亥
革
命
の
前
夜
に
中
国
留
学
生
と
革
命
党
が
東
京
で
﹃
漢
声
﹄
﹃
江
蘇
﹄

﹃
民
報
﹄
な
ど
の
新
聞
・
雑
誌
に
そ
の
断
片
を
掲
載
し
︑
絵
図
加
批
本
・
白

話
本
の
形
で
出
版
さ
れ
︑
革
命
の
宣
伝
道
具
と
な
っ
た
︒

辛
亥
革
命
の
後
︑
﹃
十
日
記
﹄
の
人
気
が
落
ち
込
ん
だ
︒
と
こ
ろ
が
︑
一

九
三
六
年
に
神
州
国
光
社
が
﹃
中
国
内
乱
外
禍
歴
史
叢
書
﹄
を
刊
行
し
︑
そ

の
中
に
﹃
十
日
記
﹄
も
収
録
さ
れ
た
︒
﹃
十
日
記
﹄
諸
本
の
中
で
︑
神
州
本

の
記
述
が
最
も
詳
し
い
が
︑
底
本
の
真
贋
は
判
断
で
き
な
い
︒
そ
の
後
︑
日

本
と
の
対
立
の
な
か
で
︑
中
国
側
の
新
聞
と
雑
誌
に
は
︑
﹁
揚
州
十
日
﹂
を

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
警
鐘
が
し
ば
し
ば
鳴
ら
さ
れ
た
︒
﹃
十
日
記
﹄

の
流
伝
と
受
容
史
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
状
況
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

︵
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
︶
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and nenʼyo that had resulted from the changes of the chiten became fixed in

the Ōan 応安 era with the formal cessation of shoshi kōgyō policy of the

court, which also marked the beginning of the official bureaucratic system of

the Muromachi period.

Through the above examination, the author would like to point out not

only the influence of the kingship on the changes in the official bureaucracy

in the medieval times, but also the correlation between the changes in the

bureaucratic system and the concurrent deterioration of the shōen kōryōsei

荘園公領制 (the system of communal lands and private estates). This signifies,

moreover, that the study of the court bureaucracy can be an important

bridge to the larger subject of medieval society and kingship.

Key Words ; The Japanese Medieval Court, chiten, Shoshi kōgyō,

The Bureaucratic System (kanshi seido),

The Bureaucratic Positions (kanshi shoshiki)

The Reception of A Record of Ten Days in Yangzhou

During Late Qing Dynasty and Early Republican China

by

YIN Minzhi

On the 25th day of the fourth month of the Shunzhi reign (1645), after the

fall of Yangzhou 揚州, the Qing army began to massacre the soldiers and

civilians in the city, and the slaughter lasted until May 5. This incident,

known as Ten Days in Yangzhou 揚州十日, was a famous tragedy of the

Ming-Qing transition. Wang Xiuchu 王秀楚, who wrote A Record of Ten

Days in Yangzhou 揚州十日記, and his family were caught up in the siege,

and only three of them survived. Less than 7000 characters, this book was

secretly handed down in the form of handwritten copies for over 100 years,

so the scope of its circulation was limited. However, because of its extremely

provocative content, A Record of Ten Days in Yangzhou was banned in 1780

by the Qianlong 乾隆 emperor.

With the end of the book prohibition movement of the Qianlong era,

handwritten copies of A Record of Ten Days in Yangzhou first reappeared in

the Jiangnan area. During the Daoguang 道光 (1821-1850) era, it was

( 372 )



published in a wooden-type edition, compiled as a part of book series titled

Mingji Baishi 明季稗史and Jingtuo Yishi 荊駝逸史. After 1887, the Tushu

Jicheng Yinshuju 図書集成印書局, located in Shanghaiʼs foreign concession上

海租界, republished a large number of a stereotype edition of A Record of

Ten Days in Yangzhou, which was based on the Daoguang edition. As a

result, the book became easily accessible to the general public. Around 1903,

Chinese students in Japan used A Record of Ten Days in Yangzhou to

promote the national revolution. At the same time, Anti-Manchuism,

represented by the ideology of taking revenge down to the ninth generation

九世復讐論, was also popularized by Chinese students in Japan through the

versions in Luchen Congshu 陸沈叢書 and the Chinese Vernacular Journal中

国白話報 published in Shanghai. After the Revolution in 1911 辛亥革命, the

popularity of A Record of Ten Days in Yangzhou declined, but reemerged in

the late 1930s amidst the Sino-Japanese conflict. The transmission and

reception history of A Record of Ten Days in Yangzhou reflects the

conditions of each era.

Key Words ; A Record of Ten Days in Yangzhou,

Ming-Qing Transition; Prohibited Books ;

The Revolution of 1911; late 1930s
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